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大口町の犯罪・交通事故発生状況 P10
人間ドックの申込みについて P18
まちの話題
Be Ambitious　村上　志歩さん（余野）
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特集　歴史と自然が共存するまち

家族の影響を受けて
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日
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療
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療

戸籍保険課窓口延長日

納付金

11日（水） 25日（水） 午後7時まで
業務内容：印鑑登録事務、住民票および戸籍証明書の発行
※住所異動の手続きなどお取り扱いできない業務もあります。

固定資産税・都市計画税（前納・1期）

納期限 5月1日（火）

まちづくり
 座談会
 （中地域）
 50年後も元気なまちであり続けるために

まちづくり
 座談会
 （北地域）
 50年後も元気なまちであり続けるために
2040 年の大口町。
２人で１人の高齢者を支える時代がやってくる…
今からみんなで考えていこう、
ふつうに暮らしつづけられる幸せな地域（まち）を目指して…。
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講座受付時のお願い　

お申し込みの際に受講料および材料費等全額の納付をお願いします。なるべくおつりのないようにお願いします。
全て先着順となります。定員になり次第募集を締め切らせていただきます。
一度納められた受講料については講座受付期間中でも払い戻しはいたしません。受講料以外の費用（材料費・
教材費・入館料等）については受け付け期間中のキャンセルに限り返金させていただきますが、一週間ほど
お時間をいただく場合があります。
キャンセルをされる場合は、必ずお電話でご連絡のうえ、お越しください。
受講は本人のみに限らせていただき、当日都合が悪くなっても他の方への受講資格の譲渡はご遠慮ください。
講座の申し込み開始日はたいへん混雑が予想されます。申込用紙は自分、もしくは家族の分までとさせてい
ただき、代理で申し込みをされる場合、ご自分の申込書を入手した後、改めて最後尾に並び直し、再度、申
込書を入手してください。会計はまとめていただいてかまいません。
バスを利用する講座の場合、酔いやすい方、ご友人と近い席で座りたい方等ご希望がある方は、欄外にお書
きください（ご希望にそえない場合もあります）。

※
※
※

※
※
※

※

町内にお住まいかお勤めの方は、4月14日貍 午前9時から10時まで  中央公民館２階 研修視聴覚室
 （その後は生涯学習課）で受け付けをします。託児も受け付けています。
町外の方は4月21日貍から受け付けます。問合せ先　生涯学習課　中央公民館２階　蘂95－3155

広報おおぐち 3月号に掲載した「えっ、こんなところに！？大口町ゆかりの地ツアー」、「竹で、たけ
のこご飯」も受講者募集中です！
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前期講座

美しいおもてなし 茶道教室美しいおもてなし
一般対象講座

西洋化が進んだ現代、日常生活では椅子に座ってお茶を飲んだり食事をしたりすることが増えました。しかし、
やはりそこは日本人。古くからあるお座敷や茶席での礼儀作法は知っておいても損はありません。歩き方ひとつ
とっても奥が深いんです。実際に抹茶をいただきながら、楽しく参加してみませんか？

講師
大口町文化協会　
茶華道クラブ会長　
井上豊子さん

午後1時30分から3時

午前9時から正午

1
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7／25（水）

8／29（水）

9／12（水）

9／26（水）

10／ 10 （水）

10／ 14 （日）

茶道具の説明、作法の練習

礼儀作法、お辞儀の仕方、歩き方

割り稽古

お点前（上）

お点前（下）

茶会に参加してみよう！（県民茶会　場所：豊川稲荷）

一般対象講座対象

ハワイアンフラダンス教室ハワイアンフラダ
一般対象講座

定　員　30名　場　所　中央公民館　集会室　受講料　1,000円　　
持ち物　動きやすい服装、タオル、お茶、筆記用具

講師の先生のサークル名「プメハナ」とは、ハワイ語で「思いやり」を意味します。この講座では1曲マスターでき
るようになります。ハワイの風と海を感じながら、一緒に楽しく踊ってみませんか？

講師
フラサークル
プメハナ認定講師　
大野純子さん

午前10時から11時30分
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5／11（金）

5／18（金）

5／25（金）

6／  8（金）

6／15（金）

6／22（金）

フラダンスの基本、姿勢、ステップ
フラダンスを踊ろう①
フラダンスを踊ろう②
フラダンスを踊ろう③
フラダンスを踊ろう④
まとめ

申込期限　5月6日豸まで （先着順） 

申込期限　7月18日貉まで （先着順） 

前期講座前期講座
平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

「だれでも　どこでも　気軽に学べる」をモットーに、
さまざまな分野でいろいろなことを経験しながら学ぶ
喜びを実感していただけるよう講座を開催します。

「だれでも　どこでも　気軽に学べる」をモットーに、
さまざまな分野でいろいろなことを経験しながら学ぶ
喜びを実感していただけるよう講座を開催します。

ヤマザキマザック美術館鑑賞ヤマザキマザック美術館鑑賞ヤマザキマザック美術館鑑賞

5　 23月 日 水

場所　ヤマザキマザック美術館
定員　30名　※託児なし　
参加費　受講料200円、入館料・食事代2,200円
集合時間　午前9時　大口町役場前集合　午後4時　解散予定

～尾州徳川の花相撲　帝もサムライも熱中！いとしの植物たち～

バスでヤマザキマザック美術館まで送迎します。

美味しい

イタリアンランチとの

セット企画です

美味しい

イタリアンランチとの

セット企画です

※

江戸時代に描かれた植物図譜等を、知って楽しい「花の対決」目線で紹介
する展覧会となっています。帝やサムライたちが楽しんだ江戸時代の園芸
文化を堪能できます。ヨーロッパにも影響を与えた日本の園芸文化の魅力
をお楽しみください。今回は、美術館付近にある名古屋園芸の創業者小笠
原左衛門尉亮軒氏の植物図譜コレクションの展示と、向かいにあります和
菓子屋「万年堂」のタイアップもお楽しみいただけます。

登山教室登山教室登山教室

※天候等による中止の場合は、受講料、リフト・バス代は全額返金させていただきます。
　ただし、一週間ほどお時間をいただく場合がありますのであらかじめご了承ください。

　登山に興味があるが、はじめるとなると…と思っている方、登山をはじめるきっかけとしてどうですか？
　山にふれ楽しさや厳しさを体験しましょう。初心者でも安心の現地ガイドが同行します。実際に歩く時間は約5
時間で距離にして約12kmです。大自然の木々やさわやかな空気に囲まれて気分もスッキリ！頂上に着いた時の
達成感をあじわいませんか？

長野県下伊那郡阿智村　富士見台高原長野県下伊那郡阿智村　富士見台高原

定員　28名　※託児なし
参加資格　登山初心者の18歳以上の男女
コ－ス　神坂神社～萬岳荘～富士見台高原（山頂）～ヘブンスそのはら
集合場所　中央公民館 午前7時集合 午後6時解散予定
参加料　1人200円、リフト・バス代2,300円　
申込期限　5月6日豸　持ち物　昼食のお弁当
※申込時に冊子をお渡しします。
※傷害保険に加入しますが、補償の範囲内とします。　

5　 12月 日5　 12月 日 土 （中止決定  前日の午後 5時）

申込期限　5月16日貉まで

わらさえもんのじょうりょうけん

▲「象形花卉帖」　編／谷上廣南
   1923 年　雑花園文庫

定　員　15名　受講料　1,000円  材料費1,500円、茶会参加費800円
持ち物　帛紗、懐紙、靴下、筆記用具　
場　所　1～5 中央公民館　和室、6 豊川稲荷  （大口町のバスで送迎します）　

お がさ

2 平成30年4月
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する展覧会となっています。帝やサムライたちが楽しんだ江戸時代の園芸
文化を堪能できます。ヨーロッパにも影響を与えた日本の園芸文化の魅力
をお楽しみください。今回は、美術館付近にある名古屋園芸の創業者小笠
原左衛門尉亮軒氏の植物図譜コレクションの展示と、向かいにあります和
菓子屋「万年堂」のタイアップもお楽しみいただけます。

登山教室登山教室登山教室

※天候等による中止の場合は、受講料、リフト・バス代は全額返金させていただきます。
　ただし、一週間ほどお時間をいただく場合がありますのであらかじめご了承ください。

　登山に興味があるが、はじめるとなると…と思っている方、登山をはじめるきっかけとしてどうですか？
　山にふれ楽しさや厳しさを体験しましょう。初心者でも安心の現地ガイドが同行します。実際に歩く時間は約5
時間で距離にして約12kmです。大自然の木々やさわやかな空気に囲まれて気分もスッキリ！頂上に着いた時の
達成感をあじわいませんか？

長野県下伊那郡阿智村　富士見台高原長野県下伊那郡阿智村　富士見台高原

定員　28名　※託児なし
参加資格　登山初心者の18歳以上の男女
コ－ス　神坂神社～萬岳荘～富士見台高原（山頂）～ヘブンスそのはら
集合場所　中央公民館 午前7時集合 午後6時解散予定
参加料　1人200円、リフト・バス代2,300円　
申込期限　5月6日豸　持ち物　昼食のお弁当
※申込時に冊子をお渡しします。
※傷害保険に加入しますが、補償の範囲内とします。　

5　 12月 日5　 12月 日 土 （中止決定  前日の午後 5時）

申込期限　5月16日貉まで

わらさえもんのじょうりょうけん

▲「象形花卉帖」　編／谷上廣南
   1923 年　雑花園文庫

定　員　15名　受講料　1,000円  材料費1,500円、茶会参加費800円
持ち物　帛紗、懐紙、靴下、筆記用具　
場　所　1～5 中央公民館　和室、6 豊川稲荷  （大口町のバスで送迎します）　

お がさ

3平成30年4月
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一般対象講座

定　員　13名
場　所　中央公民館　C会議室　※２回目のみ視聴覚室
持ち物　眼鏡（必要な方）、筆記用具　※道具一式は用意します。　

受講料　1,000円　教材費　2,000円

伝統工芸である伊勢型紙を制作してみませんか？初めての方でも大丈夫です！

申込期限　5月6日貍まで （先着順） 

講師
伝統工芸伊勢型紙指導者
出井昭男さん午前9時30分から11時30分

1

2

3

4

5

6

5／11（木）

5／25（木）

6／  8（木）

6／22（木）

7／13（木）

7／27（木）

伊勢型紙の説明

実際に彫ってみよう①

実際に彫ってみよう②

前期講座 前期講座

講座受付時のお願い　

受付　

多くの方が受講できるために…

他の方の申し込みを同時にすることはできません。
代理でご友人の申し込みをする場合、自分の申込書を入手した後、改めて最後尾に並び直し、再度、
申込書を入手してください。会計はまとめていただいてかまいません。
バスを利用する講座の場合、酔いやすい方、ご友人と近い席で座りたい方等ご希望がある方は、
申込み用紙欄外にお書きください。なお、ご希望にそえない場合もありますのでご了承ください。

※

※

町外の方は4月15日貍から受け付けます。問合せ先　生涯学習課　中央公民館２階　蘂95－3155

これぞ日本！和食教室

前期講座

これれれれぞ日本！和
一般対象講座

定　員　24名
場　所　中央公民館　調理室
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん３枚、筆記用具

受講料　400円　材料費1,800円

日本の伝統的な食文化である和食。世界からも健康的だと注目され、食べると誰もがホッとする味です。そんな和
食を楽しく学んでみませんか？　初心者の方も、いつもの食卓に一工夫欲しいと思っている方も大歓迎です。

講師　管理栄養士
永田幸子さん

午前10時から
午後1時

1

2

6／  7（木）

7／  5（木）

申込期限　5月31日貅まで （先着順） 

花寿司 (簡単な飾り寿司 )・豆腐と夏野菜の揚げびたし・インゲンのごま和え・ずんだもち
冷や汁風そうめん・手羽先の唐揚げ・トマトと玉ねぎのサラダ・抹茶わらびもち

夏休み親子料理教室夏休み親子料理

親子対象講座

夏休みの思い出作りに、お母さんやお父さんと料理がしたい子に、楽しい料理教室はいかがですか？　今回は小麦
粉を使った料理に挑戦します！

7／21 （土）
8／　4 （土）
8／18 （土）

手打ちうどん（サラダうどん）・トマトのゼリー
ナン・夏野菜のキーマカレー・フルーツヨーグルト
手作りギョーザ・中華スープ・杏仁豆腐

午前10時から午後1時

1

2

3

講師　
管理栄養士
永田幸子さん

申込期限　1 7月14日貍まで （先着順） 　2 7月28日貍まで （先着順） 　3 8月10日貊まで （先着順）  

定　員　小学校1年生から中学校3年生の親子12組　　　
受講料　各回１人100円　材料費　各回1人600円（各回ごとに受付）
場　所　中央公民館　調理室　持ち物　エプロン、三角巾、ふきん３枚、筆記用具　

町内にお住まいかお勤めの方は、4月8日貍 午前9時から10時まで  中央公民館２階 研修視聴覚室
 （その後は生涯学習課）で受け付けを開始します。託児も受け付けています。

伊勢型紙教室
島根県松江市水燈路参加応援講座

中央公民館1階に作品展示中

問合せ先　生涯学習課　中央公民館２階　蘂95－3155

理科おもしろ実験講座

5／12 （土）
6／　9 （土）
8／25 （土）

1

2

3

高～く、長～く飛ぶ紙飛行機を作ろう
光の性質を学んでカメラを作ろう
作用と反作用　ペットボトルロケットを作ろう

講師
大口中学校　理科広め隊

理科が好きな子も苦手な子もぜひ参加してみよう！今まで体験したことのない不思議な体験ができますよ。夏休
みの自由研究の参考にしてね！（各回ごとに受付をします）

午前9時から11時30分

申込期限　1 5月6日豸まで （先着順）　2 6月2日貍まで （先着順）　3 8月18日貍まで （先着順） 

8／18（土）3

申込期限 1 7月14日貍ま

理科おもしろ実

子ども対象講座

定　員　小学校3年生以上の親子40名 （３・４年生は保護者同伴）　
受講料　各回1人100円　材料費　3 800円（各回ごとに受付）
場　所　大口中学校　 　　

自由研究応援講座

持ち物　筆記用具　2 1Lの牛乳の紙パック　3 1.5Lペットボトル5本（炭酸飲料のくびれのないもの）

かんたん絞り染め教室
定　員　20名
場　所　中央公民館　調理室　　持ち物　エプロン、糸きりばさみ、
30㎝から50㎝ものさし、ぞうきん、厚手のゴム手袋、筆記用具
チャコペンシル（水性）、3-5縫い針5本程度

　　　受講料　1,000円　材料費1,500円

絞り染めは奈良時代からあったといわれている日本の伝統的な染め技法のひとつです。そんな絞り染めの方法を
一から丁寧にお教えします。一枚の布が鮮やかに紋様を描いて仕上がれば感動すること間違いなし！この機会に
是非挑戦してみませんか？

申込期限　5月31日貅まで （先着順） 

午前9時30分から
11時30分

1

2

3

4

5

6

6／14（木）

6／20（水）

6／27（水）

7／ 4（水）

7／11（水）

7／18（水）

技法の練習

デザイン決定

絞り、染め

仕上げ

講師
小河敦子さん

かんたん絞り染

一般対象講座

島根県松江市水燈路参加応援講座

※ゴム手袋、チャコペン、縫い針の購入希望者は講座申込時にお申し出ください（別途料金が必要となります）。
　見本は生涯学習課でお見せします。

般対象講座

定　員　20名
場　所　中央公民館　視聴覚室
持ち物　筆記用具、カッターマット、はさみ、水彩絵の具

受講料　800円　教材費2,000円

ステンドグラスのようだけど、ずっと簡単に作れるアートリュミエールで行灯を作りませんか？光を当てればため
息が出てしまう美しさに、島根県松江市の水燈路で目を引くこと間違いなし！

講師
アートリュミエール
協会認定講師　
武内慶江さん

午前9時30分から
11時30分

申込期限　6月6日貉まで （先着順） 

テーマを決める、背景の色付け
フィルム入れ①
フィルム入れ②
文字やデコレーションをいれて完成！

アートリュミエールで行灯づくり
島根県松江市水燈路参加応援講座

アートリュミエー
島根県松松松江市水燈路参加

一般対象講座

1

2

3

4

6／13（水）

6／27（水）

7／ 11 （水）

7／ 25 （水）

一般対象講座

作って楽しいクラフトバンド教室作って楽しいクラフト
一般対象講座

クラフトバンドを使って、自分だけのかごバッグや小物を作ってみませんか？ 編み物や手芸とは違って簡単に作
れます。今年の夏のファションと合わせてみれば気分上々間違いなし！

講師
クラフトバンドエコロジー協会　
認定講師　石川恵さん

午後1時30分から
3時30分

1

2

3

4

5

6

5／11（金）

5／25（金）

6／  8（金）

6／22（金）

7／13（金）

7／27（金）

底の広いかごバッグ

ポシェット

ひまわりのマグネット

申込期限　5月2日貉まで （先着順） 

定　員　15名　受講料　1,000円　教材費3,000円
持ち物　はさみ、メジャー、洗濯バサミ、ボンド、セロハンテープ、筆記用具　
場　所　中央公民館　視聴覚室

親子対象講座

親子で竹パン教室

申込期限　5月31日貅まで

親子で竹パン教

親子対象講座

定　員　小学生以上の親子8組
受講料　1人100円　材料費　１家族 600円
場　所　白山ふれあいの森　　服装　野外活動にふさわしいもの　

家族で一緒に大口町でアウトドア！　知って得する知識を学び、竹を使って、ふっくらおいしいパンを作ってみよう！
生地作り、火おこしも全て一からおこないます。

6／10（日） 午前9時から正午1 講師　
高林徹雄さん

申込期限　6月3日豸まで （先着順） 

チーズ、レーズン等ドライフルーツ、く
るみ、ジャム、チョコ等をパンに混ぜた
りつけて食べたい人は持参してください。

持ち物　新聞紙１日分、うちわ、軍手、敷物、拭きタオル、水筒、マイギリ式火おこし器（ある人）、竹きり用のこぎり (ある人 )

竹パン作り ※

参考作品

参考作品
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一般対象講座

定　員　13名
場　所　中央公民館　C会議室　※２回目のみ視聴覚室
持ち物　眼鏡（必要な方）、筆記用具　※道具一式は用意します。　

受講料　1,000円　教材費　2,000円

伝統工芸である伊勢型紙を制作してみませんか？初めての方でも大丈夫です！

申込期限　5月6日貍まで （先着順） 

講師
伝統工芸伊勢型紙指導者
出井昭男さん午前9時30分から11時30分

1

2

3

4

5

6

5／11（木）

5／25（木）

6／  8（木）

6／22（木）

7／13（木）

7／27（木）

伊勢型紙の説明

実際に彫ってみよう①

実際に彫ってみよう②

前期講座 前期講座

講座受付時のお願い　

受付　

多くの方が受講できるために…

他の方の申し込みを同時にすることはできません。
代理でご友人の申し込みをする場合、自分の申込書を入手した後、改めて最後尾に並び直し、再度、
申込書を入手してください。会計はまとめていただいてかまいません。
バスを利用する講座の場合、酔いやすい方、ご友人と近い席で座りたい方等ご希望がある方は、
申込み用紙欄外にお書きください。なお、ご希望にそえない場合もありますのでご了承ください。

※

※

町外の方は4月15日貍から受け付けます。問合せ先　生涯学習課　中央公民館２階　蘂95－3155

これぞ日本！和食教室

前期講座

これれれれぞ日本！和
一般対象講座

定　員　24名
場　所　中央公民館　調理室
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん３枚、筆記用具

受講料　400円　材料費1,800円

日本の伝統的な食文化である和食。世界からも健康的だと注目され、食べると誰もがホッとする味です。そんな和
食を楽しく学んでみませんか？　初心者の方も、いつもの食卓に一工夫欲しいと思っている方も大歓迎です。

講師　管理栄養士
永田幸子さん

午前10時から
午後1時

1

2

6／  7（木）

7／  5（木）

申込期限　5月31日貅まで （先着順） 

花寿司 (簡単な飾り寿司 )・豆腐と夏野菜の揚げびたし・インゲンのごま和え・ずんだもち
冷や汁風そうめん・手羽先の唐揚げ・トマトと玉ねぎのサラダ・抹茶わらびもち

夏休み親子料理教室夏休み親子料理

親子対象講座

夏休みの思い出作りに、お母さんやお父さんと料理がしたい子に、楽しい料理教室はいかがですか？　今回は小麦
粉を使った料理に挑戦します！

7／21 （土）
8／　4 （土）
8／18 （土）

手打ちうどん（サラダうどん）・トマトのゼリー
ナン・夏野菜のキーマカレー・フルーツヨーグルト
手作りギョーザ・中華スープ・杏仁豆腐

午前10時から午後1時

1

2

3

講師　
管理栄養士
永田幸子さん

申込期限　1 7月14日貍まで （先着順） 　2 7月28日貍まで （先着順） 　3 8月10日貊まで （先着順）  

定　員　小学校1年生から中学校3年生の親子12組　　　
受講料　各回１人100円　材料費　各回1人600円（各回ごとに受付）
場　所　中央公民館　調理室　持ち物　エプロン、三角巾、ふきん３枚、筆記用具　

町内にお住まいかお勤めの方は、4月8日貍 午前9時から10時まで  中央公民館２階 研修視聴覚室
 （その後は生涯学習課）で受け付けを開始します。託児も受け付けています。

伊勢型紙教室
島根県松江市水燈路参加応援講座

中央公民館1階に作品展示中

問合せ先　生涯学習課　中央公民館２階　蘂95－3155

理科おもしろ実験講座

5／12 （土）
6／　9 （土）
8／25 （土）

1

2

3

高～く、長～く飛ぶ紙飛行機を作ろう
光の性質を学んでカメラを作ろう
作用と反作用　ペットボトルロケットを作ろう

講師
大口中学校　理科広め隊

理科が好きな子も苦手な子もぜひ参加してみよう！今まで体験したことのない不思議な体験ができますよ。夏休
みの自由研究の参考にしてね！（各回ごとに受付をします）

午前9時から11時30分

申込期限　1 5月6日豸まで （先着順）　2 6月2日貍まで （先着順）　3 8月18日貍まで （先着順） 

8／18（土）3

申込期限 1 7月14日貍ま

理科おもしろ実

子ども対象講座

定　員　小学校3年生以上の親子40名 （３・４年生は保護者同伴）　
受講料　各回1人100円　材料費　3 800円（各回ごとに受付）
場　所　大口中学校　 　　

自由研究応援講座

持ち物　筆記用具　2 1Lの牛乳の紙パック　3 1.5Lペットボトル5本（炭酸飲料のくびれのないもの）

かんたん絞り染め教室
定　員　20名
場　所　中央公民館　調理室　　持ち物　エプロン、糸きりばさみ、
30㎝から50㎝ものさし、ぞうきん、厚手のゴム手袋、筆記用具
チャコペンシル（水性）、3-5縫い針5本程度

　　　受講料　1,000円　材料費1,500円

絞り染めは奈良時代からあったといわれている日本の伝統的な染め技法のひとつです。そんな絞り染めの方法を
一から丁寧にお教えします。一枚の布が鮮やかに紋様を描いて仕上がれば感動すること間違いなし！この機会に
是非挑戦してみませんか？

申込期限　5月31日貅まで （先着順） 

午前9時30分から
11時30分

1

2

3

4

5

6

6／14（木）

6／20（水）

6／27（水）

7／ 4（水）

7／11（水）

7／18（水）

技法の練習

デザイン決定

絞り、染め

仕上げ

講師
小河敦子さん

かんたん絞り染

一般対象講座

島根県松江市水燈路参加応援講座

※ゴム手袋、チャコペン、縫い針の購入希望者は講座申込時にお申し出ください（別途料金が必要となります）。
　見本は生涯学習課でお見せします。

般対象講座

定　員　20名
場　所　中央公民館　視聴覚室
持ち物　筆記用具、カッターマット、はさみ、水彩絵の具

受講料　800円　教材費2,000円

ステンドグラスのようだけど、ずっと簡単に作れるアートリュミエールで行灯を作りませんか？光を当てればため
息が出てしまう美しさに、島根県松江市の水燈路で目を引くこと間違いなし！

講師
アートリュミエール
協会認定講師　
武内慶江さん

午前9時30分から
11時30分

申込期限　6月6日貉まで （先着順） 

テーマを決める、背景の色付け
フィルム入れ①
フィルム入れ②
文字やデコレーションをいれて完成！

アートリュミエールで行灯づくり
島根県松江市水燈路参加応援講座

アートリュミエー
島根県松松松江市水燈路参加

一般対象講座

1

2

3

4

6／13（水）

6／27（水）

7／ 11 （水）

7／ 25 （水）

一般対象講座

作って楽しいクラフトバンド教室作って楽しいクラフト
一般対象講座

クラフトバンドを使って、自分だけのかごバッグや小物を作ってみませんか？ 編み物や手芸とは違って簡単に作
れます。今年の夏のファションと合わせてみれば気分上々間違いなし！

講師
クラフトバンドエコロジー協会　
認定講師　石川恵さん

午後1時30分から
3時30分

1

2

3

4

5

6

5／11（金）

5／25（金）

6／  8（金）

6／22（金）

7／13（金）

7／27（金）

底の広いかごバッグ

ポシェット

ひまわりのマグネット

申込期限　5月2日貉まで （先着順） 

定　員　15名　受講料　1,000円　教材費3,000円
持ち物　はさみ、メジャー、洗濯バサミ、ボンド、セロハンテープ、筆記用具　
場　所　中央公民館　視聴覚室

親子対象講座

親子で竹パン教室

申込期限　5月31日貅まで

親子で竹パン教

親子対象講座

定　員　小学生以上の親子8組
受講料　1人100円　材料費　１家族 600円
場　所　白山ふれあいの森　　服装　野外活動にふさわしいもの　

家族で一緒に大口町でアウトドア！　知って得する知識を学び、竹を使って、ふっくらおいしいパンを作ってみよう！
生地作り、火おこしも全て一からおこないます。

6／10（日） 午前9時から正午1 講師　
高林徹雄さん

申込期限　6月3日豸まで （先着順） 

チーズ、レーズン等ドライフルーツ、く
るみ、ジャム、チョコ等をパンに混ぜた
りつけて食べたい人は持参してください。

持ち物　新聞紙１日分、うちわ、軍手、敷物、拭きタオル、水筒、マイギリ式火おこし器（ある人）、竹きり用のこぎり (ある人 )

竹パン作り ※

参考作品

参考作品
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史
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ら
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。
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指
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指
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指
定
46
件
の
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。
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造
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指
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指
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民
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で
あ

る
も
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が
国
宝
に
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れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
7
月
8
日
、
大
口
町
と
姉
妹

都
市
で
も
あ
る
、
島
根
県
松
江
市
の
松
江

城
天
守
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

堀
尾
跡
公
園
と
小
口
城
址
公
園

　　

松
江
城
を
築
城
し
、「
松
江
開
府
の
祖
」
と

さ
れ
る
大
名
・
堀
尾
吉
晴
公
生
誕
の
地
が
大

口
町
と
い
う
縁
で
、
松
江
城
天
守
が
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
翌
月
の
８
月
29
日
に
、大
口
町
と

松
江
市
は
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
の
地
は
大
口
町
南
部

6 平成30年4月

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

　

大
口
町
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
平
成
24
年
４
月
か

ら
、
大
口
町
の
人
口
約
２
万
人
と
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
南
三
陸

町
へ
毎
年
職
員
を
１
名
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で

は
、
現
在
、
７
人
目
の
派
遣
職
員
と
し
て
南
三
陸
町
役
場
に

勤
務
し
て
い
る
渡
邊
大
介
さ
ん
に
、
７
年
た
っ
た
現
在
の
復

興
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

▲様変わりするまち並み

▲南三陸町役場新庁舎

▲観光スポットの神割崎　
南三陸屈指の景勝地　大きく
割れた岩の間から波が押し寄
せる姿が圧巻です。 

　田束山は５月の上旬には真っ
赤なツツジが山頂付近を彩りま
す。南三陸町の他にも宮城県
には素敵な観光地と美味しい
ものがたくさんあります。

▲

田束山田束山
たつがねさんたつがねさん

温水プール温水プール

大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）
大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）

大口中学校

中央公民館中央公民館
41

155

WC

大口町役場大口町役場

桜太朗くん

桜子ちゃん

携帯電話から
バス時刻表が
簡単にアクセス！

アピタアピタ

南小学校

南保育園

堀尾跡公園

桜
塚
古
墳

エドヒガン桜
（諏訪神社）

ヨシヅヤ

まめなし
（天神社）

カネスエカネスエ

大口中学校

バロー
北保育園

大口中保育園大口中保育園

薬
師
如
来
坐
像

（
薬
師
寺
）

山柿
（小口神社）仁所野遺跡

（白山神社）

善光寺塚古墳
徳林寺

織田
街道

北小学校

長松寺

まめなしまめなし

銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯
銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯

天神社天神社

徳林寺 山門徳林寺 山門中門中門

小口城址公園

歴
史
と
自
然
が
共
存
す
る
ま
ち

　

皆
さ
ん
は
、
大
口
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？  

五
条
川
の
桜
並
木
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
わ
が
ま
ち
に
は
語
り
継
が
れ

る
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

100年以上前から存在するエド
ヒガン。現在大口町では、この
古来の桜を組織培養し、苗木を
育てる計画が進んでいます。

絶滅危惧種の指定を受
けている希少な植物。
見ごろは4月で6月ご
ろに実をつけます。

高さが2.5mの古墳。古
くから頂上に桜の木があ
ることから桜塚とよばれ
ています。

獅子の形に似た動物の像
で高麗（朝鮮半島）から伝
来したといわれ、魔よけ
の守護神とされています。

中門は、小口城の城主であった織田広近によっ
て建立され、室町時代の様相を残す貴重な文化
財。山門は、犬山城の第一黒門を移築したもの
です。別名・山姥（やまんば）寺。地域に伝わる「山
姥物語」ゆかりの寺です。

高さが3.7mの円墳で頂上
に数本の雑林と石碑があり
ます。

織田広近が小口城築城
後に木ノ下城（犬山市）
を築城。2つの城を往来
したとされる街道です。

エドヒガン桜エドヒガン桜 桜塚古墳桜塚古墳

鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）
鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）

鋳鉄地蔵菩薩立像鋳鉄地蔵菩薩立像

通称「汗かき地蔵」。作
者は不明ですが、室町
時代に作られたといわ
れています。

陶製狛犬陶製狛犬

余野神社余野神社

県指定文化財県指定文化財 県指定文化財県指定文化財

県指定文化財県指定文化財

大口町歴史民俗資料館大口町歴史民俗資料館

小口神社

老樹ですが、樹勢は旺盛で毎
年多くの実をつけ、重みで枝
が垂れ下がり樹形が優美です。
山柿は本州南半に自生します
が、平野部でこれほどの大樹
になるのは珍しいそうです。

堀尾氏邸宅跡
（八剱社）
堀尾氏邸宅跡
（八剱社）

60
バス

59
バス

57
バス 65

バス

44
バス

43
バス

2
バス

34
バス

25
バス

31
バス

79
バス

1
バス

6060
バス

6565

町内外周24Km

町内五条川
片道徒歩で
約1時間30分

堀尾跡公園  裁断橋堀尾跡公園  裁断橋

境内から白山ふれあいの森の中には、弥生時代から古墳時代ま
での墳墓群が残っています。

白山神社（下小口） 仁所野遺跡仁所野遺跡白山神社（下小口）

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

昭和29年　五条川堤に桜の木
を植樹する初代町長の社本鋭郎
さん

薬師寺薬師寺
薬師如来坐像薬師如来坐像

金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠

織田街道 
道標

織田街道 
道標

長禄3年（1459）、織田広近によって
築城。別名、箭筈城（やはずじょう）
とも呼ばれています。10月に大口町
伝統芸能発表会がおこなわれます。

N

八剱社拝殿八剱社拝殿

八剱社八剱社
山柿山柿

初代町長の社本鋭郎さんが、生
みの親といわれる五条川桜並
木。五条川の桜は名所といわれ
るようになり「日本のさくらの
名所百選」に選ばれています。

桜の植樹風景

おちょぼ稲荷故里の宮

小口城址公園

おちょぼ稲荷故里の宮おちょぼ稲荷故里の宮

善光寺塚古墳善光寺塚古墳

五条川五条川

特 集
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の
豊
田
地
区
。
八
剱
社
境
内
に
は
堀
尾
氏
邸

宅
跡
（
町
指
定
文
化
財
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

八
剱
社
の
裏
（
北
側
）
を
流
れ
る
五
条
川
に

は
復
元
さ
れ
た
裁
断
橋
が
か
か
り
、
橋
を
渡

る
と
堀
尾
跡
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
吉

晴
公
の
長
男
と
い
わ
れ
る
金
助
と
そ
の
母

の
「
裁
断
橋
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
子

を
想
う
母
の
心
を
後
世
に
伝
え
る
歴
史
公

園
。
擬
宝
珠
に
刻
ん
だ
息
子
へ
の
想
い
を
託

し
た
文
章
は
、
日
本
女
性
三
名
文
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
北
部
の
中
小
口
地
区
に
は
小

口
城
址
が
あ
り
ま
す
。
小
口
城
は
、
室
町

時
代
の
長
禄
三
年
（
１
４
５
９
）
に
織
田

遠
江
守
広
近
が
築
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
周
辺
に
は
文
化
財
が
残
っ
て

い
ま
す
。
小
口
城
は
の
ち
に
、
尾
張
統

一
を
目
指
す
織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
一
旦

廃
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
正
十
二
年

（
１
５
８
４
）
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

時
に
秀
吉
方
の
砦
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
改

修
さ
れ
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

織
田
遠
江
守
広
近
は
小
口
城
を
築
城
し

た
10
年
後
の
文
明
元
年
（
１
４
６
９
）
に
、

木
之
下
城
（
犬
山
市
内
）
を
築
城
し
ま
す
。

小
口
城
と
木
之
下
城
を
結
ぶ
道
は
織
田
街

道
（
小
口
街
道
）
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
道

標
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

　

大
口
町
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
平
成
24
年
４
月
か

ら
、
大
口
町
の
人
口
約
２
万
人
と
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
南
三
陸

町
へ
毎
年
職
員
を
１
名
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で

は
、
現
在
、
７
人
目
の
派
遣
職
員
と
し
て
南
三
陸
町
役
場
に

勤
務
し
て
い
る
渡
邊
大
介
さ
ん
に
、
７
年
た
っ
た
現
在
の
復

興
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

▲様変わりするまち並み

▲南三陸町役場新庁舎

▲観光スポットの神割崎　
南三陸屈指の景勝地　大きく
割れた岩の間から波が押し寄
せる姿が圧巻です。 

　田束山は５月の上旬には真っ
赤なツツジが山頂付近を彩りま
す。南三陸町の他にも宮城県
には素敵な観光地と美味しい
ものがたくさんあります。

▲

田束山田束山
たつがねさんたつがねさん

温水プール温水プール

大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）
大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）

大口中学校

中央公民館中央公民館
41

155

WC

大口町役場大口町役場

桜太朗くん

桜子ちゃん

携帯電話から
バス時刻表が
簡単にアクセス！

アピタアピタ

南小学校

南保育園

堀尾跡公園

桜
塚
古
墳

エドヒガン桜
（諏訪神社）

ヨシヅヤ

まめなし
（天神社）

カネスエカネスエ

大口中学校

バロー
北保育園

大口中保育園大口中保育園

薬
師
如
来
坐
像

（
薬
師
寺
）

山柿
（小口神社）仁所野遺跡

（白山神社）

善光寺塚古墳
徳林寺

織田
街道

北小学校

長松寺

まめなしまめなし

銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯
銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯

天神社天神社

徳林寺 山門徳林寺 山門中門中門

小口城址公園

歴
史
と
自
然
が
共
存
す
る
ま
ち

　

皆
さ
ん
は
、
大
口
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？  

五
条
川
の
桜
並
木
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
わ
が
ま
ち
に
は
語
り
継
が
れ

る
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

100年以上前から存在するエド
ヒガン。現在大口町では、この
古来の桜を組織培養し、苗木を
育てる計画が進んでいます。

絶滅危惧種の指定を受
けている希少な植物。
見ごろは4月で6月ご
ろに実をつけます。

高さが2.5mの古墳。古
くから頂上に桜の木があ
ることから桜塚とよばれ
ています。

獅子の形に似た動物の像
で高麗（朝鮮半島）から伝
来したといわれ、魔よけ
の守護神とされています。

中門は、小口城の城主であった織田広近によっ
て建立され、室町時代の様相を残す貴重な文化
財。山門は、犬山城の第一黒門を移築したもの
です。別名・山姥（やまんば）寺。地域に伝わる「山
姥物語」ゆかりの寺です。

高さが3.7mの円墳で頂上
に数本の雑林と石碑があり
ます。

織田広近が小口城築城
後に木ノ下城（犬山市）
を築城。2つの城を往来
したとされる街道です。

エドヒガン桜エドヒガン桜 桜塚古墳桜塚古墳

鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）
鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）

鋳鉄地蔵菩薩立像鋳鉄地蔵菩薩立像

通称「汗かき地蔵」。作
者は不明ですが、室町
時代に作られたといわ
れています。

陶製狛犬陶製狛犬

余野神社余野神社

県指定文化財県指定文化財 県指定文化財県指定文化財

県指定文化財県指定文化財

大口町歴史民俗資料館大口町歴史民俗資料館

小口神社

老樹ですが、樹勢は旺盛で毎
年多くの実をつけ、重みで枝
が垂れ下がり樹形が優美です。
山柿は本州南半に自生します
が、平野部でこれほどの大樹
になるのは珍しいそうです。

堀尾氏邸宅跡
（八剱社）
堀尾氏邸宅跡
（八剱社）

60
バス

59
バス

57
バス 65

バス

44
バス

43
バス

2
バス

34
バス

25
バス

31
バス

79
バス

1
バス

6060
バス

6565

町内外周24Km

町内五条川
片道徒歩で
約1時間30分

堀尾跡公園  裁断橋堀尾跡公園  裁断橋

境内から白山ふれあいの森の中には、弥生時代から古墳時代ま
での墳墓群が残っています。

白山神社（下小口） 仁所野遺跡仁所野遺跡白山神社（下小口）

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

昭和29年　五条川堤に桜の木
を植樹する初代町長の社本鋭郎
さん

薬師寺薬師寺
薬師如来坐像薬師如来坐像

金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠

織田街道 
道標

織田街道 
道標

長禄3年（1459）、織田広近によって
築城。別名、箭筈城（やはずじょう）
とも呼ばれています。10月に大口町
伝統芸能発表会がおこなわれます。

N

八剱社拝殿八剱社拝殿

八剱社八剱社
山柿山柿

初代町長の社本鋭郎さんが、生
みの親といわれる五条川桜並
木。五条川の桜は名所といわれ
るようになり「日本のさくらの
名所百選」に選ばれています。

桜の植樹風景

おちょぼ稲荷故里の宮

小口城址公園

おちょぼ稲荷故里の宮おちょぼ稲荷故里の宮

善光寺塚古墳善光寺塚古墳

五条川五条川
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大
口
町
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド

　

こ
う
し
た
歴
史
と
自
然
が
共
存
す
る
町

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、平
成
28
年
に「
お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
」

（
現
在
会
員
12
名
）
が
発
足
。
昨
年
の
金
助

桜
ま
つ
り
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
堀
尾
跡
公
園

を
訪
れ
た
方
に
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
案

内
を
し
ま
し
た
。

　
「
足
を
運
ん
で
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
点

と
点
が
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
線
と
な
り
面

に
広
が
っ
て
い
く
と
、
も
っ
と
歴
史
が
面

白
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
ガ
イ
ド
の

奥
出
光
男
さ
ん
。　

　

今
年
の
金
助
桜
ま
つ
り
（
4
月
1
日
豸
）

で
も
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
ガ
イ
ド
を
務

め
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
八
剱
社
で
祭
礼
が
お
こ

な
わ
れ
、
堀
尾
跡
公
園
で
は
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
、
木
遣
り
や
獅
子
屋
形
の
お
囃
子
、

南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
披
露
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
出
展
や
、
お
お
ぐ
ち
光
燈
路
、
ま
た
、

児
童
公
園
で
は
剣
道
大
会
や
太
極
拳
が
催

さ
れ
、
例
年
た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ
祭

り
を
楽
し
み
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
所
要
時
間
は
30
分
か
ら
1
時

間
（
ご
希
望
の
方
は
現
地
で
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
）。
ご
家
族
や
お
友
だ

ち
と
一
緒
に
お
花
見
を
兼
ね
、
見
過
ご
し

て
い
た
大
口
町
の
歴
史
や
文
化
を
発
見
し

て
く
だ
さ
い
。

取
材
に
て

　

大
口
町
を
見
渡
す
と
、
大
切
に
し
た
い

歴
史
や
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
秋

祭
り
な
ど
に
欠
か
さ
ず
作
ら
れ
親
戚
を
も

て
な
し
た
、
酢
さ
ば
の
箱
ず
し
な
ど
の
食

文
化
、
地
域
に
残
る
昔
話
や
、
そ
の
土
地

の
特
徴
や
歴
史
を
表
す
地
名
、
伝
統
芸
能

な
ど
。

　
「
最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
話
を
語

り
継
ぐ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
私
た
ち
の
ま
ち
に
は
何
も
な

い
」
と
い
う
、
郷
土
を
知
ら
な
い
人
が
増

え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
郷
土
愛
を
深
め

る
こ
と
が
、
や
が
て
自
尊
心
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
と
き
、『
歴
史
と

自
然
の
ま
ち
大
口
町
』
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ガ
イ
ド

を
通
し
て
郷
土
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
は
大
切
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
会
長
の
大
森
英
男

さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
数
々
の
文
化
。
そ
れ
は
地
域
住
民
の

心
を
一
つ
に
し
て
「
絆
」
を
生
む
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
し
て
い
る
今
、
先
人
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
次
の
世

代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
、

ガ
イ
ド
の
範
囲
を
広
げ
る
た
め
毎
月
勉
強

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
新
し
く
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ガ
イ

ド
は
八
剱
社
や
小
口
城
址
周
辺
な
ど
、
大

口
町
の
歴
史
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
無
料
で
案

内
し
て
く
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学

習
課
（
蘂
95
ー

３
１
５
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲ガイドをする大森さん

▲おおぐち歴史ガイドの皆さん

▲昨年の金助桜まつり

▲地域の方に食文化（箱ずし）を教わる
　　大口中学校の生徒（昨年9月）　

歴史ガイド
募集中
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「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」
に
お
い
て
、
企
業

立
地
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
継

続
的
に
施
策
遂
行
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今

回
そ
の
機
能
を
強
化
し
、
よ
り
積
極
的
か
つ

継
続
的
に
進
め
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
を
「
ま
ち
づ
く
り
部
」
と
し
て
位
置
づ
け

を
し
ま
す
。
企
業
立
地
や
助
成
、
企
業
支
援

相
談
は
「
企
業
支
援
課
」、
都
市
計
画
、
建
築
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
空
き
家
対

策
は
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」
が
担
い
ま
す
。

ま
た
、
町
制
施
行
60
周
年
に
向
け
た
大
口
町

史
の
改
訂
の
編
さ
ん
作
業
の
た
め
、「
町
史
編

さ
ん
室
」
を
設
け
、本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

秘
書
広
報
課
は
秘
書
室
、
地
域
振
興
課
は

地
域
協
働
課
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

政
策
推
進
課　

蘂
95―

１
６
１
７

平成30年4月1日からの業務内容

大
口
町
組
織
図

※ピンク色部分が今回見直しをした部分です。

平成27年度

大口町組織の
機構改革

組織機構を見直します

町
長

副
町
長

教
育
長

戸籍保険課
福祉こども課

行政課
税務課
政策推進課
秘書室
地域協働課
町民安全課
企業支援課
まちづくり推進室

学校教育課
学校給食センター
生涯学習課
図書館

庶務係・議事係

監査事務係

総務部

まちづくり部

まちづくり推進室

健康福祉部

議会事務局

生涯教育部

監査委員事務局

地域協働部

平成30年４月1日から平成30年４月1日から

大口南児童センター

大口北児童センター

大口西児童センター

南保育園

西保育園

北保育園

大口中保育園（運営委託）

児
童
館

建設課
維持管理課
環境経済課
資源リサイクルセンター

会計室

健康生きがい課

会計管理者

蘂95-1115
蘂94-1222 

蘂95-1699
蘂95-1113
蘂95-1617
蘂95-1616
蘂95-1691
蘂95-1966
蘂95-1623
蘂95-1614

蘂95-3528
蘂95-7141
蘂96-0481

蘂95-2714
蘂95-1700
蘂95-3621
蘂95-2862 

蘂95-1626
蘂95-1615
蘂95-1613
蘂95-0530

 

蘂94-0051

子育て支援センター蘂95-3668

蘂95-1675
 

蘂95-1702
 蘂95-1702
 

蘂95-4446
蘂95-2111
蘂95-3155
蘂95-3999
 

行政課

税務課

政策推進課

秘書室

地域協働課

町民安全課

例規、選挙、統計調査、庁舎管理
電算処理、情報化推進

町県民税、固定資産税
軽自動車税、収納

財政、企画、人事管理
ふるさと納税、広報広聴、都市間交流

消防防災、交通安全
各種相談、コミュニティバス

地域自治、コミュニティ
住民活動支援、行政区

秘書、渉外、儀式、表彰

戸籍保険課

障がい者福祉、子育て支援、生活保護

戸籍、住民記録、国民健康保険

福祉こども課

児童館、児童センター・児童クラブ運営児童館

子育て支援センター 子育て支援

保育所 町立保育園運営（南、西、北）

建設課

維持管理課

環境経済課

資源リサイクルセンター

道路・橋りょうの整備、下水道

企業支援課
企業立地推進、企業立地助成
創業支援、相談窓口

まちづくり推進室 都市計画、建築、空き家対策
シティプロモーション

会計室 公金収納、備品管理

町史編さん室 町史編さん

五条川堤の桜、尾北自然歩道管理
道路・橋りょうの維持・管理
町営住宅、公園管理

農業委員会、商工業振興、観光
環境保全対策、環境衛生

資源ごみ収集

健康生きがい課 保健センター、予防接種
介護保険、高齢者福祉

総
務
部

地
域
協
働
部

ま
ち
づ
く
り
部

健
康
福
祉
部

産
業
建
設
部

学校教育課

学校給食センター

生涯学習課

図書館

学校運営、就学指導、教育委員会事務局

学校給食調理

図書館運営

生涯学習講座企画、青少年健全育成
公民館等施設管理、文化財保護
歴史文化継承事業
歴史民俗資料館運営

生
涯
教
育
部

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

保
育
所

産業建設部

町史編さん室 蘂95-3464
議会事務局

監査委員事務局

議会運営、議会広報

監査、出納検査、決算監査
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犯罪
大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
昨年に
比べると 減少
平成29年中に
町内で発生した
犯罪件数は 271件

平成28年　犯罪発生件数

凶悪犯（強盗等）

粗暴犯（暴行等）

知能犯（詐欺等）

風俗犯（わいせつ等）

その他（器物損壊等）

297

228

20

2

43

32

15

28

21

0

9

9

0

51

257

198

17

1

32

25

7

29

21

0

11

10

0

38

-40

-30

-3

-1

-11

-7

-8

1

0

0

2

1

0

-13

26年平
成 27年 前年比犯罪別 平

成

空き巣

忍込み

万引き

自転車盗

自動車盗

車上・部品狙い

自販機狙い

犯罪総数

窃 盗 犯

主
な
窃
盗
犯
の
内
訳

増加

　

平
成
29
年
中
の
町
内
に
お
け
る
犯
罪
認

知
件
数
は
２
７
１
件
で
、
前
年
と
比
べ
31

件
増
加
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
侵
入
盗
が

48
件
（
前
年
比
24
件
増
）
と
大
き
く
増
加

し
て
お
り
、
人
が
い
な
い
と
き
を
狙
っ
た

空
き
巣
だ
け
で
な
く
、
人
が
い
る
時
に
侵

入
し
金
品
を
盗
む
居
空
き
や
忍
び
込
み
の

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
未
然
に
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
短
時
間
の
外
出
で
も
必

ず
鍵
を
し
、
補
助
錠
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

愛
知
県
で
は
、
住
宅
対
象
侵
入
盗
の
件
数

が
11
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
高
い
防
犯
意
識
を
持
ち
、
身
近
な

対
策
を
具
体
的
に
実
践
し
て
い
く
事
が
大

切
で
す
。
４
月
１
日
豸
か
ら
10
日
貂
は
、

　

愛
知
県
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被
害
は
、

平
成
28
年
の
被
害
金
額
が
30
億
円
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
は
10
億
円
と

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
口

町
内
で
特
殊
詐
欺
の
前
兆
の
よ
う
な
不
審

な
電
話
や
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
ら
、
絶
対
に
連
絡
は
せ
ず

無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
金
に
関

す
る
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、
次
の
項
目
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①�

言
葉
巧
み
な
犯
人
と
会
話
を
し
な
い
で

す
む
よ
う
に
、
在
宅
時
で
も
留
守
番
電

話
に
設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
犯
人

は
声
の
録
音
を
嫌
が
り
、
電
話
を
き
り

ま
す
）。

②�

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」な
ど
と
連
絡

　

大
口
町
で
は
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
防
犯
対
策
補
助

金
を
利
用
し
て
、
各
戸
に
て
住
宅
侵
入
盗

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
交
付
申
請
期

間
は
工
事
（
購
入
）
後
、
１
年
間
で
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
以
降
に
交
付
を
受

け
た
世
帯
主
は
、
再
度
の
申
請
は
で
き
ま

特
殊
詐
欺
の

　

被
害
防
止
対
策

大
口
町

　

防
犯
対
策
補
助
金

が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
変
更
前
の
番
号
に

か
け
て
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

③�

お
金
の
要
求
に
は
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま

な
い
」「
１
人
で
振
り
込
ま
な
い
」「
呼

び
出
し
に
応
じ
な
い
」「
知
ら
な
い
人
に

手
渡
さ
な
い
」「
郵
送
等
し
な
い
」
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

④�

落
ち
着
い
て
話
の
要
点
を
メ
モ
し
、
電

話
を
き
っ
た
後
は
家
族
や
警
察
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

電
話
の
近
く
に
連
絡
表
（
相
談
す
る
家

族
や
警
察
署
電
話
番
号
）
を
貼
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑥�

保
険
料
や
医
療
費
等
の
還
付
金
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

▽
玄
関
の
主
錠
、
補
助
錠

▽
サ
ッ
シ
の
ガ
ラ
ス
、
施
錠

▽
戸
板
・
窓
等
の
鍵

▽
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

▽
防
犯
用
砂
利
（
現
地
確
認
要
）

▽�

そ
の
他
防
犯
対
策
に
特
に
効
果
が
あ
る

対
策
（
テ
レ
ビ
付
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
面

格
子
、
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム
等
）

補
助
金
の
額

経
費
の
３
分
の
２
の
額
（
１
０
０
円
未

満
切
捨
）

※
限
度
額
１
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①�

大
口
町
防
犯
対
策
補
助
金
交
付
申
請
書
、

請
求
書
（
町
民
安
全
課
窓
口
に
て
受
領
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
く
だ

さ
い
）

②�

製
品
等
の
規
格
が
わ
か
る
書
類
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
説
明
書
等
）

③�

購
入
品
の
詳
細
が
分
か
る
領
収
書

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
期
間

で
す
。
次
の
４
つ
の
項
目
を
運
動
の
重
点

と
し
て
取
り
組
み
、犯
罪
を
抑
止
し
ま
し
ょ

う
。

運
動
の
重
点

▽
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

▽
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

▽
自
動
車
盗
の
防
止

▽
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
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大口町

発生状況
交通事故
大口町

発生状況
交通事故

平成29年中に
町内で発生した
交通事故件数は1,354件

平成29年　交通事故発生状況

人身事故
人数

29年

件数

215

－41

2

＋2

5

＋2

208

－45

1,139

256 0 3 253 1,088

＋51

死者 重傷者 軽傷者

28年

増減

物損
事故

平
成

平
成

昨年に
比べると増加 減少

　

平
成
29
年
中
に
大
口
町
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
件
数
は
、
人
身
・
物
損
事
故
を

合
わ
せ
る
と
１
３
５
４
件
で
、
咋
年
か
ら

10
件
増
加
し
ま
し
た
。
人
身
事
故
件
数
は

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
死
亡
事
故
・

重
傷
事
故
の
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
知
県
内
の
平
成
29
年
の
交
通

事
故
死
者
数
は
、
２
０
０
人
と
前
年
と
比

べ
る
と
12
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
15
年
か
ら
15
年
連
続
し
て
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
被

害
者
の
家
族
、
加
害
者
の
人
生
も
狂
わ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
信
号
や
一
時
停
止
、
制

限
速
度
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

新
入
学
児
の
安
全
を
願
っ
て

　

１
人
年
額
５
０
０
円
の
掛
金
で
、
１
日

の
入
院
・
通
院
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

る「
交
通
災
害
共
済
」に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。　

自
転
車
の
交
通
事
故
で
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
既

に
送
付
し
て
い
ま
す
加
入
申
込
書
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
入
や
紛
失
等
で

お
手
元
に
加
入
申
込
書
が
な
い
方
は
、
町

民
安
全
課
窓
口
に
て
加
入
申
込
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
間
は
交
通
事
故
日
か
ら
２
年
以

内
で
す
。
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な

り
、
見
舞
金
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
治

療
後
は
お
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
に

　

加
入
し
ま
し
ょ
う

県
内
ワ
ー
ス
ト
１
を
返
上

　

大
口
町
に
お
住
ま
い
の
方
が
第
1
原
因

の
自
転
車
交
通
事
故
件
数
（
人
口
１
万
人

当
た
り
）
が
、
平
成
29
年
は
２
・
５
３
件
で

県
内
18
位
と
平
成
28
年
の
県
内
ワ
ー
ス
ト

　

２
月
22
日
貅
、
役
場
で
商
工
会
女
性
部

よ
り
、
交
通
安
全
の
お
守
り
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
守
り
は
、
今
春
町
内
の
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
が
「
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
に
」
と
願
い
、
女
性
部
員
が
手
作
り

し
た
も
の
で
、
大
縣
神
社
に
て
交
通
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。
各
小
学
校
を
通
じ
て

新
入
学
児
童
に
配
ら
れ
ま
す
。

問合せ先　役場　町民安全課　蘂 95–1966　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

新
入
学
（
入
園
）
し
た
元
気
な
子
ど
も

達
を
見
か
け
る
季
節
と
な
り
、
不
慣
れ
な

交
通
環
境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
小
学
１
年
生
は
、
保
護
者
と
離
れ

て
行
動
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

下
校
後
に
遊
ん
で
い
る
と
き
の
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
も

こ
の
時
期
を
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

く
着
用
し
て
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
候
が
暖
か
く
な
り
、
花
見
や

歓
送
迎
会
等
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

運
動
期
間　

４
月
６
日
貊
か
ら
15
日
豸

１
を
返
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
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下 水 道
　 地 球 を 守 る
　 　 　 　 リ サ イ ク ル

下 水 道
　 地 球 を 守 る
　 　 　 　 リ サ イ ク ル

　

皆
さ
ん
は
、
台
所
や
洗
濯
で
使
っ

た
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
ご

存
じ
で
す
か
。
昔
は
、
水
の
自
然
浄

化
作
用
で
、
汚
れ
た
水
が
自
然
に
き

れ
い
に
な
っ
て
、
海
へ
流
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
生
活
様
式
の
変
化

と
と
も
に
、
水
の
使
い
方
も
さ
ま
ざ

ま
に
な
り
、
ま
た
、
家
庭
用
洗
剤
等

も
昔
に
比
べ
多
様
化
さ
れ
、
水
の
自

然
浄
化
だ
け
で
は
き
れ
い
に
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
、

皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と
『
下
水
道
』

で
す
。

　

町
で
は
国
か
ら
の
補
助
金
、
借
入

金
、
受
益
者
負
担
金
等
を
財
源
と
し

て
下
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

　

建
設
課
　
蘂
95
―

１
６
２
６　

３
年
以
内
に
接
続
を
！

　

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
で
、
ま
だ
下

水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
１
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
ご
協
力
を 

　

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
を
広
げ
る
た

め
に
順
次
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
や
ご
自
宅
等
か

ら
の
出
入
り
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
は
「
分
流
式
」
で
！

　

今
後
、
下
水
道
工
事
の
予
定
区
域
に
住
ま

わ
れ
る
方
で
、
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ
る
場

合
は
、
排
水
は
雨
水
と
生
活
雑
排
水
に
分
け

た
分
流
式
で
施
工
す
る
と
、
将
来
、
下
水
道

へ
の
接
続
が
経
済
的
で
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
財
産
で
す
！

　
『
下
水
道
』
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
正
し
く
使
用
し
、
下
水
道

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。



は下水道を使用できる区域

は全体計画区域

は平成30年度から使用できる区域

下水道使用可能区域
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▲整備前

▲整備前

▲整備後

▲整備後



14 平成30年4月

日�時　4 月28 日貍　午前 8 時から9 時 
※雨天の場合は翌 29 日（日・祝）
内�容　地域の皆さんと一緒に植えた木々周辺の

除草作業
場所　尾張広域緑道
集�合　ラ・モーナ幼稚園南側（駐車可）、ミズノ

マシナリー駐車場
対象　作業ができる方ならどなたでも
持�ち物　除草作業の道具、作業しやすい服装（軍

手・帽子等）、水分補給のお茶
問�合せ先　大口町NPO団体 Genki 森もり　
　蘂 95-4581（代表）

　今年成人を迎えるみなさん、自分たちの成人
式を自分たちの手で作ってみませんか？生涯
学習課では、ただいま「成人の集い」実行委員
を募集しております。お友達と一緒にぜひご参
加ください。
対�象　平成 10 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月

1 日生まれの方
募集人員　10名程度
成人の集い開催日　平成 31 年 1 月 13 日豸
　受付　午前 9 時 30 分から
　開会　午前 10 時から
　場所　中央公民館　集会室
申込みおよび問�合せ先　

生涯学習課（中央公民館 2 階）　
蘂 95-3155

大口町元気なまちづくり事業

育樹会

平成30年度

「成人の集い」実行委員募集

ポールウォーキング
スキルアップ講習会

内�容　２本のポールを使いより安全に、より
効果的に、より楽しくウォーキングを続け
るための全３回の講習です。
日時
　第１回　5 月 10 日（木）　
　第２回　5 月 17 日（木）
　第３回　5 月 24 日（木）

時間はいずれも午前９時 30 分から 11 時
30 分

場所　ほほえみプラザ　１階　多目的室
持�ち物　運動のできる服装・運動靴・お茶・

タオル・ポール（お持ちの方）
講師　健康運動指導士　長谷川弘道さん
申�込みおよび問合せ先　４月 27日貊までに健

康生きがい課（蘂 94-0051）へお申し込み
ください。

4 月6日（金）

小学校入学式

4 月5日（木）

中学校入学式

入学式当日は、送付した『就学通知書』
を受付へ提出してください。通知書が届
いていない方や欠席される方は、学校教
育課へ連絡してください。

※

南・西小学校
午前8時50分から9時5分まで受付

午前8時20分から35分まで受付

北小学校
午前8時40分から9時まで受付

問合せ先　学校教育課　蘂 95-4446
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リフレッシュリゾート
施設利用助成事業

ぜひ
ご利用
ください！

対�象となる方　○ 町内にお住いの小学生以上の方
○ �町内企業等に10年以上お勤めの方およびその家族
　（同居の家族で小学生以上の方）
助�成金額　宿泊　2,500円　航空利用助成　2,500円（宿泊

者のみ）日帰り　1,000円
利�用できる期間・回数   4月 1日から平成 31年 3月 31日の

間に宿泊・日帰りどちらか 1回
対�象施設　直接予約していただいた後に利用券を発行する施設
　●犬山温泉組合　　　●阿智村観光協会（昼神）
　●日間賀島観光協会　●下呂温泉旅館協同組合
　●共済組合保養所など　※レイクサイド入鹿は閉館になりました。
�施設に宿泊証明をしていただいてから手続きをする施設
　●島根県松江市観光協会（航空利用補助有）
　●岩手県遠野市観光協会（航空利用補助有）
　●宮城県南三陸町観光協会（航空利用補助有）
※�航空利用助成をご希望に場合は、搭乗券の半券が必要で

す。（片道のみでもご利用できます）
※�詳しくは大口町ホームページ等でご確認ください。
問�合せ先　生涯学習課（中央公民館 2 階  月・火・祝休み）　
　蘂 95-3155

あっぱれ
桜華祭
2018

開場 午後0時30分
開演 午後1時から3時30分
大口町民会館　2階

4月29日（日・祝）

今
年
も
や
り
ま
す
！
　

踊
り
の
祭
典
、
桜
華
祭
！

　

近
隣
チ
ー
ム
に
よ
る
迫
力
満
点
な

演
舞
に
加
え
、
特
別
企
画
も
用
意

し
て
い
ま
す
！
そ
し
て
、
あ
さ
ぎ

２
０
１
８
年
新
曲
初
披
露
！　

乞
う

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

入
場
料　

無
料

主
催　

あ
さ
ぎ

後
援　

大
口
町

問
合
せ
先
　
あ
さ
ぎ
代
表　

田
頭

　

oguchi.asagi.m
ail@
gm
ail.com

れんげまつりの
お知らせ

大口町
役場

ほほえみ
プラザ 温水プール温水プール

ア
ピ
タ

総合
運動場
総合
運動場

御
桜
乃
里

れ
ん
げ
ま
つ
り

会
場

4月29日（日・祝）
午前 9時から正午

（小雨決行・雨天中止）
大口町役場東側田んぼ周辺

午前 10時から正午
（小雨決行）

大口町役場東側田んぼ周辺

（健康文化センター）（健康文化センター）

五条川

　

毎
年
恒
例
の
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

満
開
の
れ
ん
げ
の
中
で
ゆ
る
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

環
境
経
済
課
　
蘂
95
ー

１
６
１
３

初診時選定療養費について
　医療機関の機能分担の推進を目的と
して「初期の治療は地域の医院・診療
所（かかりつけ医）で、高度・専門医
療は病院（200 床以上）で行う」厚生
労働省により制定された制度です。
　病床数 200 床以上の病院において
他の保険医療機関等からの「紹介状（診
療情報提供書）」なしに初診で受診し
た場合、初診料とは別に各病院で定め
た金額「選定療養費」が必要となりま
す。詳しくは、各医療機関におたずね
ください。
　尾北医師会管内医療機関で「初診時
選定療養費」が必要な医療機関
　（4 月 1 日以降の金額）
　●江南厚生病院　　5,400 円
　●犬山中央病院　　2,700 円
　●さくら総合病院　1,620 円

かかりつけ医を
持ちましょう！
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平成30年度　田植え水日割（岩倉用水本管および 2号幹線）

秋田、大屋敷（五条川左岸）地区
3号～9号、10-1号10-2号

秋田、大屋敷（五条川左岸）地区
3号～9号、10-1号10-2号

本管

2号幹線

本管

本管

本管

2号幹線

本管

2号幹線

本管

2号幹線

豊田（奈良子）地区
大屋敷（五条川右岸）地区

豊田地区11号～19号

豊田地区11号～19号

中小口地区

下小口、中小口地区
1-1号、1号、2号

下小口、中小口地区
1-1号、1号、2号

下小口地区

全域

6/3
（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

7
（木）

8
（金）

12
（火）

13
（水）

14
（木）

15
（金）

9
（土）

10
（日）

11
（月）

27
（金）

28
（土）

29
（日）

30
（月）

7/16
（月）

17
（火）

18
（水）

19
（木）

26
（木）

20
（金）

21
（土）

22
（日）

23
（月）

24
（火）

25
（水）

～中干しまで

～9/27（木）まで

田植え配水

中干し計画

田植え配水田植え配水

田植え配水田植え配水

田植え配水田植え配水

通常配水通常配水

通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水

通常配水通常配水

中干し期間中干し期間

中干し期間中干し期間

中干し期間中干し期間

●�水管理は木津用水土地
改良区と協議しておこ
ないます。

●�水量については、天候等
により変量することが
あります。

●�中干しの日程は、天候
等により変更する場合
があります。

●�落水は9月28日貊の予定
です。

●�苗田水は4月 26日貅か
らです。

●�配水調整は各予定日の
午前におこないますの
で、田に水が入るまで時
間がかかります。

入鹿用水・昭和用排水につ
いて
連絡があり次第、関係
区長にお知らせします。

問合せ先　維持管理課　　
　蘂 95-1615

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
犬
の
一
生
涯
に
１
回
の
登
録

と
毎
年
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
登
録
内

容
が
記
載
さ
れ
た
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の

案
内
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
予
防
注
射

の
実
施
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
実
施
会
場
で

登
録
と
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
登
録
内
容
に
変
更
（
死
亡
・

転
居
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
環
境
経
済

課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

必
要
金
額
（
１
頭
あ
た
り
）
３
４
０
０
円

※�

（
内
訳
）
予
防
注
射
手
数
料
２
８
５
０

円
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数

料
５
５
０
円

※�

新
規
に
犬
の
登
録
を
す
る
場
合
、
別
途

３
０
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

環
境
経
済
課　

蘂
95
ー

１
６
１
３

時間

午後 1時 20分から 1時 40分

午後 1時 55分から 2時 15分

午後 2時 30分から 3時

午後 1時 20分から 1時 40分

午後 1時 55分から 2時 15分

午後  2時 30分から 3時

午後 1時 20分から 1時 40分

午後 1時 50分から 2時 10分

午後 2時 20分から 3時

午後 1時 20分から 1時 40分

午後 2時から 2時 30分

午後 1時 15分から 2時

実施会場

萩島集会場

河北学供

中小口地区
コミュニティセンター

上小口学供

余野学共

下小口学共

竹田不燃物集積場

大屋敷学共

秋田学共

外坪学共

豊田学共

大口町役場（東側）

実施日

4 月 10日貂

4 月 11日貉

4 月 12日貅

4 月 13日貊

5 月 18日貊
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地
元
で

就職フェア in 扶桑

就職フェア

働こう 地元で
働こう！
あ

4 26扶桑町・大口町合同開催

平成31年3月卒業予定の大学等の学生
40歳未満の若年者

木

平
成
30
年

扶桑町中央公民館
扶桑町大字高木字稲葉 63番地

㈱
ス
タ
ー
精
機

㈲
宝
製
作
所

ト
ー
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱

特
定
非
営
利
活
動
法
人
在
宅
福
祉
の
会
じ
ゃ
が
い
も

㈱
ケ
ー
・
エ
イ
チ
・
ケ
ー

社
会
福
祉
法
人
一
期
一
会
福
祉
会

㈱
カ
マ
タ
製
作
所

千
秋
技
研
㈱

社
会
福
祉
法
人
愛
生
福
祉
会
御
桜
乃
里

大
和
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

日
本
紙
工
㈱
東
海
事
業
部

K

ラ
イ
ン
ケ
ア
㈱

名
成
電
機
㈱

シ
オ
ン
㈱
木
村
屋
）

㈱
名
実
化
工

名
古
屋
実
業
㈱

㈱
丸
一
建
商

㈱
セ
イ
シ
ン
エ
コ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
扶
桑
守
口
食
品

㈱
扶
桑
技
研

㈱
ハ
ラ
シ
ン

㈲
光
洋
企
業

東
洋
金
属
㈱

メ
ガ
ネ
赤
札
堂
（
中
部
オ
プ
チ
カ
ル
㈱
）

吉
永
建
設
工
業
㈱

㈲
サ
イ
ン
デ
コ

㈱
谷
田
家
具

犬
山
タ
ク
シ
ー
㈱

尾
張
北
部
タ
ク
シ
ー
㈱

㈱
長
江
電
機

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
永
遠
の
郷

㈱
弥
那

㈱
T
D
モ
バ
イ
ル

㈱
名
古
屋
モ
ウ
ル
ド

タ
イ
シ
ン
㈱

ダ
イ
ワ
化
工
㈱

㈲
宝
製
作
所

ト
ー
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱

特
定
非
営
利
活
動
法
人
在
宅
福
祉
の
会
じ
ゃ
が
い
も

㈱
ケ
ー
・
エ
イ
チ
・
ケ
ー

社
会
福
祉
法
人
一
期
一
会
福
祉
会

㈱
松
浦
紙
器
製
作
所

㈱
カ
マ
タ
製
作
所

千
秋
技
研
㈱

社
会
福
祉
法
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愛
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福
祉
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別
養
護
老
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ー
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御
桜
乃
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大
和
エ
ン
タ
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イ
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㈱
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鋳
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木
村
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㈱
名
実
化
工

名
古
屋
実
業
㈱

㈱
丸
一
建
商

㈱
セ
イ
シ
ン
エ
コ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

大
垣
扶
桑
紡
績
㈱

㈱
扶
桑
守
口
食
品

㈱
扶
桑
技
研

㈱
ハ
ラ
シ
ン

山
崎
電
機
㈱

東
洋
金
属
㈱

ほ
ほ
え
み
医
療
・
介
護
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

吉
永
建
設
工
業
㈱

㈱
防
災
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

㈱
谷
田
家
具

愛
知
県
警
察
本
部

丹
羽
広
域
事
務
組
合

扶
桑
町

大
口
町

㈱
松
浦
紙
器
製
作
所

社
会
福
祉
法
人 

一
期
一
会
福
祉
会

㈱
ケ
ー
・
エ
イ
チ
・
ケ
ー

㈱
イ
ク
サ
ム

岩
田
工
機
㈱
大
口
工
場

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

在
宅
福
祉
の
会
じ
ゃ
が
い
も

医
療
法
人
医
仁
会 

さ
く
ら
総
合
病
院

大
和
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

㈱
巴
製
作
所

㈲
宝
製
作
所

㈱
サ
カ
イ

タ
イ
ム
技
研
㈱

㈱
備
長

ト
ー
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱

㈱
ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア　

フ
ナ
ハ
シ

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱

㈱
東
海
鋳
造
所

栄
興
自
動
車
㈱

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱　

小
牧
営
業
所

㈲
谷
田
家
具

㈱
扶
桑
守
口
食
品

㈱
大
紀
製
作
所

㈱
丸
一
建
商

㈱
メ
イ
コ
ウ
ザ
ン

㈱
防
災
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

㈱
ハ
ラ
シ
ン

名
古
屋
実
業
㈱

㈱
扶
桑
技
研

丹
羽
広
域
事
務
組
合

扶
桑
町

大
口
町

http://www.town.oguchi.aichi.jp/3484.htm

主催　扶桑町・大口町
共催　扶桑町商工会・大口町商工会
後援　犬山公共職業安定所
　愛知新卒応援ハローワーク
問合せ先　環境経済課　蘂 95-1612

● 合同企業説明会
● 就職支援セミナー
● 個人相談
● 職業適性検査コーナー対象

時間 正午から午後4時
参加企業のPRは大口町のホーページをご覧ください参加企業のPRは大口町のホーページをご覧ください

参加無
料・入

退場自
由・履

歴書不
要

地元
働こう！

で

さ



人間ドックの申込みについて

● 大口町国民健康保険に加入
● 大口町在住の愛知県後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

　大口町国民健康保険に加入されている方および大口町にお住まいの愛知県後期高齢者医療制度に加入されている方
を対象に、人間ドックをおこないます。希望される方は、下記の内容をご確認いただき、お申し込みください。
　人間ドック以外にも、大口町ではいろいろな健康診査やがん検診を実施します。健康診査の種類や内容については、
広報おおぐち 5月号でお知らせします。

国民健康保険 後期高齢者医療制度

対象者

募集人数

申込人数

申込受付期間

検査実施期間

自己負担額

申込方法

追加検診

①と②の両方
に該当する方

※

平成30年4月1日現在、30歳以上75歳未満で、
大口町国民健康保険に1年以上（平成29年4月
2日以前から引き続き）加入している方
平成30年3月31日現在、保険税を完納して
いる世帯に属する方

予算枠および医療機関の受診枠を超える応募があった場合は抽選をおこないます。抽選番号お
よび抽選日については、4月下旬に通知します。
抽選の結果、脳検査併用で申し込まれた方を人間ドックのみに変更させていただく場合があり
ますので、ご了承ください。

①

②

※

※

小牧市民病院を希望される方は、自己負担額が2,000円上乗せされます。
自己負担額は、年齢・所得に関係なく一律です。受診時に医療機関でお支払いください。

※
※

※

※
※

後期高齢者医療制度に加入されている方については、希望される医療機関によっては６月のみ
になる場合があります。

※

平成30年4月1日現在、大口町に1年以上（平
成29年4月2日以前から引き続き）お住まい
の方
平成30年3月31日現在、保険料を完納して
いる世帯に属する方

①

②

● 人間ドックのみ200名程度
● 脳検査併用100名程度

● 人間ドックのみ　9,000円　　● 脳検査併用　 2万4,000円

● 人間ドックのみ60名程度
● 脳検査併用40名程度

1世帯につき2名まで

5月中旬から6月末日（予定）

　次ページの申込書にご記入のうえ、戸籍保険課窓口へお持ちいただくか、申込書を封筒に入れ
て郵送してください。はがきによる申し込みも可能です。
（はがきの記載方法は次ページをご覧ください。）
申込書は１人につき１枚ご記入ください。２名申込みされる場合は申込書をコピーしてください。
申込書は戸籍保険課の窓口でも用意しています。

医療機関や項目によって、人間ドックと同日に実施できない場合があります。また、費用にも
違いがありますので、追加検診を希望される方は事前に戸籍保険課へお問い合わせください。
上記以外の追加検診を希望される場合は直接、医療機関へお問い合せください。
さくら総合病院は、乳がん検診のみとなります。

※
※
※

当選者の変更、当選後の病院の変更および人間ドックのみから、脳検査併用への変更はできません。
検査日は町で決定し、後日連絡します。　　再検査の費用は自己負担になります。
検査結果は、国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入されている方の健康づくり事業・特定健診等事
業の資料として利用いたします。あらかじめご了承ください。

子宮頸がん、乳がん（ＭＭＧ・超音波）の検診も併せて申込みできます。

4月2日豺から10日貂まで（当日消印有効）
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※

18 平成30年4月
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はがきの記載例
加入保険（国民健康保険または後期高齢者医療制度）
保険証記号番号
世帯主氏名
電話番号
住　所
受診希望者氏名（ふりがな）
生年月日
性　別
希望受診機関（下記から選択してください）
　  総合犬山中央病院／さくら総合病院／江南厚生病院
     小牧市民病院／伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック
希望検査種別
人間ドックのみ・脳検査併用のいずれかを選択してください。
追加検診
乳がん（ＭＭＧ・超音波のどちらかを選択）・子宮頸がん
希望する検査をご記入ください。
過去に胃のバリウム検査を受けたことがありますか。
（ある・ない）
バリウム検査でアレルギー症状が出たことがありますか。
（ある・ない）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧ 
⑨

 
⑩

⑪

⑫

⑬

申込みおよび問合せ先
　〒480-0144 大口町下小口七丁目 155番地
　戸籍保険課　蘂 95-1116

※①・⑧・⑨・⑩・⑪・⑫・⑬は○で囲んでください。お申込みは、ひとり一枚でお願いします。
※⑪小牧市民病院の乳がん検診はMMG・超音波の両方の検査となります。

平成30年度　国民健康保険および後期高齢者医療制度　人間ドック等申込書
①　加入保険

⑥　受診希望者氏名（ふりがな） ⑦　生年月日

大正　

昭和　　年　　月　　日

総合犬山中央病院　／　さくら総合病院　／　江南厚生病院　／　小牧市民病院
伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック

⑧　性　別

⑤　住　所 大口町

②　保険証記号番号 ③　世帯主氏名 ④　電話番号

国保  ・  後期高齢者医療

〒　　　ー　　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

⑨　希望受診医療機関 

⑩　希望検査種別

⑪　追加検診

⑫　過去に胃のバリウム検査を受けたことがありますか

⑬　胃のバリウム検査でアレルギー症状が出たことがありますか

ある　・　ない

ある　・　ない

人間ドックのみ　・　脳検査併用

乳がん（ＭＭＧ・超音波　　　　　）・子宮頸がん

き り と り 線
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螫
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※どちらかを選択

①　国保または後期
②　○○○○○○○○
③　大口太郎
④　○○－△△△△
⑤　480-01××
　　大口町○△丁目○○番地
⑥　大口花子（おおぐちはなこ）
⑦　昭和×年×月×日
⑧　女
⑨　希望受診機関
⑩　◇◇◇◇
⑪　◎◎◎◎
⑫　バリウム検査　ある
⑬　アレルギー症状　ない



　
昨
年
、
丹
羽
消
防
署
（
丹
羽
郡
内
）
で

は
２
３
２
５
件
の
救
急
車
の
出
動
が
あ
り
、

２
２
１
３
人
の
傷
病
者
が
病
院
に
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。
出
動
し
た
主
な
種
別
と
し
て

は
、
急
病
（
体
調
不
良
や
心
不
全
な
ど
）

が
１
５
５
７
件
で
全
体
の
約
70
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
続
い
て
一
般
負
傷
（
ケ
ガ
や

骨
折
な
ど
）
が
３
５
３
件
、
交
通
事
故
が

２
５
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
件
数
は
、
平
成
27
年
が
２
０
６
６

件
、
平
成
28
年
が
２
１
８
５
件
と
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
救
急
車
は
、
緊
急

に
処
置
を
必
要
と
す
る
方
を
病
院
へ
運
ぶ

た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必
要
な
人
が
必
要

な
時
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
正

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ
先　

丹
羽
消
防
署　

救
急
担
当

　

蘂
95
ー

５
１
５
１

　
　

４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
る

方
、
人
事
異
動
で
新
任
地
に
就
く
方
な
ど
、
事

業
所
の
人
事
配
置
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
で

す
。
新
た
な
職
場
で
働
く
従
業
員
の
方
に
、
防

火
・
防
災
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
火
・
防
災
対
策

　

新
入
社
員
は
、仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ま
だ
建
物
内
の
様
子
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま

し
て
火
災
の
発
生
危
険
が
あ
る
場
所
や
消
火

器
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
避
難
器
具
な
ど

の
消
防
用
設
備
等
の
位
置
、
そ
し
て
避
難
経

路
と
な
る
階
段
や
施
設
な
ど
の
位
置
も
十
分

に
把
握
し
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。 

い

ざ
と
い
う
と
き
に
１
１
９
番
通
報
や
初
期
消

火
、
避
難
誘
導
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
、
防
火
・
防
災
教
育
を
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
丹
羽
消
防
署
の
職

員
を
各
地
区
や
事
業
所
等
の
訓
練
に
派
遣
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

丹
羽
消
防
署　

消
防
課

　

蘂
95
ー

５
１
５
８　

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時　

４
月
21
日
貍　

午
前
９
時
か
ら
正
午　
　
　

場
所　

丹
羽
消
防
署　

大
口
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

丹
羽
消
防
署
本
署　

蘂
95
―

５
１
５
１

　

大
口
出
張
所　
　
　

蘂
95
―

0
１
１
９

　
平
成
29
年
救
急
統
計

防
火
・
防
災
教
育
を
実
施
し
よ
う

http://www.oguchi-training.com/index.html

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ5階 トレーニングセンター
　午前9時から午後9時
申込みおよび問合せ先　蘂94-0057

初めて利用・申込みされる方は初回登録が
必要です。利用カードを作成しますので、
顔写真（3㎝×2.5 ㎝）をお持ちください。
(未成年の方は保護者の印鑑が必要です。)

2 万人体力測定実施中

毎月第 2水曜日は「体力測定の日」
今月は 4月 11日（水）に実施します (予約制 )
時間
①午前 10時から　 ②午前 11時から
③午後 1時から　　④午後 2時から
⑤午後 6時から　　⑥午後 7時から
場所
トレーニングセンター体力測定室 他

　バレエの基本のバーレッスンとステップの練習をします。
音楽に合わせて楽しく踊りましょう！
日時　水曜日　午後 4時 30分から 5時 30分（年少から年長）
　午後 5時 30分から 6時 30分（年長から小学生）
講師　千田あかねさん

　基礎からゆっくり丁寧にレッスンします！楽しく踊りましょう！
日時　木曜日　午後 4時 30分から 5時 30分
講師　ちいさん

キッズバレエ　体験（有料 520円）できます

キッズダンス　体験（有料 520円）できます

ほほえみまつり（予告）
ほほえみプラザが 20 周年を迎えます！ 6 月９日貍　午前 10
時から午後 2 時まで、ほほえみまつりを開催します！
詳細は後日お知らせします。

20 平成30年4月



21平成30年4月

4 月  早起き・早寝・朝ご飯

※写真と本文は関係ありません

　新年度がスタートしました。
　毎日元気に過ごすためには『早起き・早寝・
朝ご飯』が何より大切で、子どもの成長には
十分な睡眠が必要となります。夜の睡眠中に
成長ホルモンが分泌され一日の疲れが回復し
ます。夜 8時台に寝て、朝 6時台に目覚める
ようにするのが理想的です。また朝ご飯を食
べると体温が上がって脳も働きだし活動の準
備が整います。朝食をしっかりと食べて、元
気に登園しましょう。

　月の行事

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

南
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

３
５
２
８

▽�

め
だ
か
広
場
「
ふ
ん
わ
り
お
花
紙
の
い

ち
ご
」　

４
月
20
日
貊

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

▽�

な
か
よ
し
「
さ
あ
　
み
ん
な
で
お
絵
か

き
し
よ
う
！　

４
月
17
日
貂

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

北
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

７
１
４
１

▽�

コ
ア
ラ
広
場
　
壁
面
制
作
「
大
き
な
大

き
な
こ
い
の
ぼ
り
」　

４
月
13
日
貊

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

▽�

な
か
よ
し
「
パ
ク
パ
ク
★
こ
い
の
ぼ
り
」

４
月
24
日
貂

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

西
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
96
ー

０
４
８
１

▽�

ち
び
っ
こ
広
場
「
こ
い
の
ぼ
り
で
あ
そ

ぼ
う
」
４
月
13
日
貊

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

▽�
な
か
よ
し
「
バ
ル
ー
ン
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
」
４
月
17
日
貂

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分　

※�

詳
し
く
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

子
育
て
支
援
の
ご
案
内

　

体
操
、
親
子
触
れ
合
い
遊
び
、
コ
ー

ナ
ー
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
、

親
子
遊
び
を
主
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

乳
幼
児
の
体
重
計
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
立
南
保
育
園
・
小
口
城
址
公
園
・
町

立
西
保
育
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

4 月
めだか広場（南）
コアラ広場（北）
ちびっこ広場（西）

13日（金）・16日（月）・20日（金）・27日（金）
時�間　午前 10時 30分から 11時 30分
対象　３歳までの親子

4 月
なかよし
(南 )( 北 )( 西 )

17 日（火）・24日（火）
時�間　午前 10時 30分から 11時 30分
対�象　平成30年度中に満３歳になる親子

※ 4月の園庭開放はあ
　りません。
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図書館HP　http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話　https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

教
え
て
！ 

図
書
館
員
さ
ん

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス（
無
償
配
布
）

日�

時　

14
日
貍
　
午
前
９
時
か
ら

場
所　

図
書
館　

階
段
付
近

み
ん
な
集
ま
れ
お
は
な
し
会

日�

時　

１
日
豸

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場�

所　

図
書
館　

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

問
合
せ
先　

蘂
95
―

３
９
９
９

あ
、
あ
！　

星
野
仙
一
決
断
の
リ
ー
ダ
ー
論

そ
う
だ
っ
た
の
か
！ 

し
ゅ
ん
か
ん
図
鑑

今
月
の
新
入
り
で
す
！

校
閲
ガ
ー
ル 

ト
ル
ネ
ー
ド

宮
木
あ
や
子

本
当
に
す
ご
い　

冷
え
と
り
百
科

今
月
の
新
入
り
で
す
！

誰
も
書
か
な
か
っ
た
日
本
史

「
そ
の
後
」
の
謎　

大
全

島
村
俊
治
／
著

伊
知
地
国
夫
／
写
真

ね
こ
し
お
り
／
文

高
橋
和
枝
／
絵

雑
学
総
研
／
著

青
山
邦
彦
／
作
・
絵

マ
ダ
ム
ミ
ャ
ー
ゴ
の
ひ
み
つ
の
い
え

貸出しは４月７日（土）からです

Ｑ�　

カ
バ
ー
に
企
業
の
名
前
や
広
告
の

入
っ
て
い
る
雑
誌
を
い
く
つ
か
見
か
け

ま
す
。
あ
れ
は
何
で
す
か
？

Ａ�　

平
成
28
年
４
月
よ
り
図
書
館
資
料
の

拡
充
を
目
的
と
し
て
、
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
雑
誌
の

購
読
料
を
ス
ポ
ン
サ
ー
料
と
し
て
い
た

だ
き
、
雑
誌
の
最
新
号
の
前
面
に
ス
ポ

ン
サ
ー
の
名
前
と
裏
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー

の
広
告
を
掲
載
し
、
加
え
て
図
書
館
内

の
チ
ラ
シ
ス
タ
ン
ド
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の

チ
ラ
シ
を
置
い
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

▽
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ド
ン
バ
ル

▽
丹
羽
歯
科　

▽
㈱
伊
大
建
設

▽
（
福
）
お
お
ぐ
ち
福
祉
会

▽
コ
ス
モ
ス
眼
科

▽
㈱
木
村
屋

▽
わ
く
わ
く
お
お
ぐ
ち
21

▽
藤
本
歯
科
医
院

▽�

船
橋
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｃ
Ｔ
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
オ
フ
ィ
ス

▽
ラ
イ
フ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽
ラ
ボ
・
い
よ
だ
パ
ー
テ
ィ

　

今
後
も
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間　

お
は
な
し
会

　

子
ど
も
た
ち
が
本
と
親
し
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
４
月
23
日
か
ら
５
月
12

日
が
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
楽
し
い
お
は
な
し
会

を
開
催
し
ま
す
。

日�

時　

４
月
28
日
貍

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所　

中
央
公
民
館　

２
階　

視
聴
覚
室
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歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
・
水
曜
日

※�

企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
５

　

今
回
で
10
回
目
と
な
る
、
毎
年
恒
例
の

春
の
企
画
展
「
端
午
の
節
句
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
、
五
月

人
形
や
段
飾
り
、
土
人
形
な
ど
を
展
示
し
、

今
年
も
、
甲
か
っ
ち
ゅ
う
冑
や
、
陣
羽
織
を
着
て
写
真

撮
影
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期�

間
　
４
月
14
日
貍
か
ら
６
月
３
日
豸

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

受�

付
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30

分　

午
後
2
時
か
ら
４
時

※�

保
護
者
同
伴
の
上
、
カ
メ
ラ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

資
料
館
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、
番
号
を
お
伝

え
し
ま
す
。

※�

受
付
状
況
に
よ
り
、
１
時
間
以
上
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会

　

堀
尾
跡
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
て
春
の

伝
統
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
南
保

育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
、
各
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
祭
囃
子
、
木
遣
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
お
花
見
を
兼
ね

て
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
４
月
１
日
豸

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

※�

雨
天
中
止

春
の
企
画
展
　
端
午
の
節
句 

４
月
14
日
貍
よ
り
開
催
！

　

大
口
町
の
現
代
史
を
記
録
に
残
す
た

め
、町
史
編
さ
ん
室
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

新
し
く
編
さ
ん
す
る
町
史
は
、
戦
後
、

昭
和
20
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
約
70
年
の

歩
み
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
紡
ぎ

な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
町
の
歴
史
や
皆
さ

ん
の
想
い
・
記
憶
を
後
世
に
伝
え
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
当
時
の
皆
さ
ん

の
感
覚
を
後
世
に
伝
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
方
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
に
親
し
み

や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
募
集
し
ま
す
。

①�

ご
自
宅
や
、ご
自
身
の
所
属
す
る
団
体
・

地
域
等
で
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
お
持

ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

▽
現
在
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
く

な
っ
た
町
内
の
自
然
、
建
物
な
ど
の
風

景
写
真　

▽
当
時
の
生
活
や
活
動
の
様

子
が
わ
か
る
写
真　

▽
当
時
の
日
記
や

発
行
物
な
ど
、
文
字
資
料
と
な
る
も
の
。

※�

左
の
写
真
は
、
昭
和
57
年
発
行
の
『
大

口
町
史
』
に
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
目
で
見
て
感
じ
ら
れ
る
写
真

を
探
し
て
い
ま
す
。（
昭
和
20
年
代
以
降

の
も
の
）

②�

土
地
改
良
事
業
、
工
場
誘
致
、
区
画
整

理
事
業
な
ど
、
過
去
の
大
口
町
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
ご
存
知
の
方
は
、
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
町
史
編
さ
ん
室
職
員
が
お

話
を
伺
い
に
ま
い
り
ま
す
。

③�

資
料
収
集
や
町
史
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
月
に

１
回
程
度
、
打
合
せ
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
町
史
編
さ

ん
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

町
史
編
さ
ん
室

蘂
95
ー

３
４
６
４
（
土
曜
・
日
曜
休
み
）

町
史
編
さ
ん
ス
タ
ー
ト
！

町
史
編
さ
ん
ス
タ
ー
ト
！　

▲小学生への交通安全指導

▲大口中学校前の交差点

▲整備された水田

▲青年団打合せ

大募集
写真・資料
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平
成
30
年
度
・
31
年
度
課
税
分
に
適
用

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
の
延
長
に
つ
い
て

　

環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
対
し
て
、

排
出
ガ
ス
・
燃
費
性
能
の
基
準
に
応
じ
て

軽
課
税
率
が
適
用
さ
れ
る
軽
四
輪
車
等
の

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
に
つ
い
て
、

特
例
の
対
象
を
見
直
し
た
う
え
で
、
適
用

期
限
が
2
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
対
象

車
両
に
該
当
す
る
場
合
、
初
度
検
査
年
月

（
※
）
が
平
成
29
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3

月
ま
で
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
に
限
り
軽
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
初

度
検
査
年
月
が
平
成
30
年
4
月
か
ら
平
成

31
年
3
月
ま
で
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
に
限
り
軽
自
動
車
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

※�

初
度
検
査
年
月
と
は
、
初
め
て
車
を
登
録

し
た
時
の
検
査
年
月
の
こ
と
で
、
自
動
車

検
査
証
（
車
検
証
）
の
上
部
「
初
度
検
査

年
月
」
の
欄
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　

４
月
29
日
豸　

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
開
設

※�

役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
、
家

屋
）
の
台
帳
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日�

時　

４
月
２
日
豺
か
ら
５
月
１
日
貂　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所　

役
場　

税
務
課

そ�

の
他　

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課　

蘂
95
ー

１
１
１
３

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
お
よ
び
個
人
事

業
者
の
消
費
税
の
申
告
書
の
作
成
な
ど
の

面
接
相
談
（
１
月
か
ら
３
月
の
所
得
税
・

収
納
窓
口
の
開
設

固
定
資
産
税
台
帳
縦
覧

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽自動車税の
グリーン化特例
（軽課）の延長

原動機付自転車、二輪の軽自動車等
　平成28年度に下表のとおり改正されました。

標準税率
（年額）車種区分

車種区分

対象車両（軽自動車） 内容

税額を概ね
25％軽減

原付
三輪

四輪以上

電気自動車
天然ガス自動車（一定の排ガス性能を満たすもの）

ガソリン車
ハイブリット車
（一定の排ガス性能を
満たすもの）

乗用

貨物用

二輪の軽自動車　（125㏄超 250 ㏄以下）
二輪の小型自動車（250㏄超）

小型特殊自動車

排気量 50㏄以下
排気量 50㏄超 90㏄以下
排気用 90㏄超 125㏄以下
ミニカー

農耕作業用
その他作業用

2,000 円
2,000 円
2,400 円
3,700 円
3,600 円
6,000 円
2,400 円
5,900 円

自家用
営業用
自家用
営業用

2,700 円
1,800 円
1,300 円
1,000 円
1,000 円

5,400 円
3,500 円
2,500 円
1,900 円
2,000 円

8,100 円
5,200 円
3,800 円
2,900 円
3,000 円

特例適用外の車両
税額を概ね
75％軽減

税額を概ね
50％軽減

10,800 円
6,900 円
5,000 円
3,800 円
3,900 円

平成30年度・31年度
課税分に適用

平成30年度・31年度グリーン化特例（軽課）に係る軽自動車税の税額 

グリーン化特例（軽課）の適用となる基準

乗用

貨物

平成 32年度燃費基準+30％達成車

平成 32年度燃費基準+10％達成車

平成 27年度燃費基準+35％達成車

平成 27年度燃費基準+15％達成車

概ね 50％軽減

概ね 25％軽減

概ね 50％軽減

概ね 25％軽減

概ね 75％軽減

個
人
事
業
者
の
消
費
税
な
ど
の
申
告
相
談

を
除
く
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
電
話

等
で
事
前
に
相
談
日
時
等
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

問�

合
せ
先　

小
牧
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

蘂
０
５
６
８
ー

72
ー

２
１
１
１
（
内
線

３
１
３
・
３
１
４
）（
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」
を
選
択
）
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週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

牛乳パック、
ジュースパック

新聞類

古紙として出せない紙類の主なもの

雑誌類 ざつがみ類 ダンボール類 牛乳パック類

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

Tissu
es

Tis
sue
s

取る

取る

取る

新聞紙、折込広告

再利用

再利用

再利用

再利用 再利用

● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）

荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

）

調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他プラスチック

日本の食品ロス

環境への負荷を低減するには

年間約
632万 t
年間約
632万 t

国民１人当り
年間 23.7㎏
国民１人当り
年間 23.7㎏

年間約
302万 t
年間約
302万 t

家庭から排出される量家庭から排出される量

　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環
境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。

●

● 80%の

管所に出す
された資

管所
された30%は30%は 水分が水分が

家庭で
燃やすごみの
家庭で
燃やすごみの

にはには

含まれています。含まれています。

水分がなくなったら
生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

の
水分がなくなったら

有機資源保管所

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

暖房

しし
、

しし 地地区区

冷房

野焼きは禁止です

堀尾跡公園堀尾跡公園

大口雇用促進住宅大口雇用促進住宅

大口クリーン
センター

収集
場所

豊田地区有機資源保管所豊田地区有機資源保管所

北
小
学
校

合
瀬
川

新
木
津
用
水

尾
張
広
域
緑
道

合
瀬
川

新
木
津
用
水

二ツ屋地区有機資源保管所二ツ屋地区有機資源保管所

墓
地

尾
張
広
域
緑
道

犬
山
工
業
団
地

収集
場所

草、落葉、野菜の茎・葉・根

食に供する部分は不可

運
転
免
許
証

健 康 保 険
被保険者証

免許証

できるもの
搬入
搬入回数は
１日に３回まで

するもの
持参

剪定枝、竹

長さ 2m以内

直径 30cm以内直径 30cm以内

住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
制
度

雨
水
利
用

補
助
金
制
度

町
内
に
お
い
て
自
ら
が
所
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
や
新
築
住
宅
に
設
置
す
る
方
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
方
。

陽
電
池
出
力
値1

キ

ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り2

万
円
（4

キ
ロ
ワ
ッ

ト
（8

万
円
）
を
上

限
と
し
ま
す
。）

予
算
の
範
囲
内
で
先

着
順
に
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
予
算
が
な

く
な
り
し
だ
い
受
け

付
け
を
終
了
い
た
し

ま
す
。

太
陽
電
池
出
力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
（
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
８
万
円
）

を
上
限
）　※

先
着
順
（
予
算
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
他
に
も
条
件
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
環
境
経

済
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

雨
水
の
有
効
利
用
や
防
災
対
策
の
観
点
か
ら
、
雨
水
利
用
簡
易
貯
留

施
設
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
利
用
簡
易
貯
留
施

設
に
転
用
す
る
方　

当
該
清
掃
お
よ
び
工
事
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の

 　
１
の
額
ま
た
は
、８
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

簡
易
貯
留
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
方　

当
該
設
備
の
購
入
お
よ
び
工

　

事
に
要
す
る
額
の
２
分
の
１
の
額
ま
た
は
、
２
万
５
０
０
０
円
の
い

　

ず
れ
か
少
な
い
額
（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

ご
み
処
理
機
器

購
入
補
助
金
制
度

ス
ズ
メ
バ
チ
類

駆
除
補
助
金
制
度

大
口
町
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
制
度

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
処
理
す
る
以
下
の
機
器
を
大
口

町
の
販
売
店
か
ら
購
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

た
い
肥
化
容
器　

容
器
の
一
部
を
埋
め
込
む
な
ど
し
、
生
ご
み
を
た

　

い
肥
化
さ
せ
る
容
器

生
ご
み
処
理
機　

微
生
物
を
投
入
し
、
手
動
又
は
電
動
で
か
く
は
ん

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
ご
み
の
分
解
を
促
進
さ
せ
、
一
部
を
た
い

　

肥
等
に
す
る
機
器
ま
た
は
、
微
生
物
等
は
投
入
せ
ず
、
生
ご
み
を

　

熱
風
で
乾
燥
し
減
量
さ
せ
る
機
器

町
内
の
皆
さ
ん
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
類
の
被

害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
類
の
営
巣
の
駆
除
を
お
こ

な
う
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

た
い
肥
化
容
器
を
購
入
す
る
場
合

  

購
入
価
格
の
２
分
の
１
の
額
ま
た
は
、
５
０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

  

（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
場
合

  

購
入
価
格
の
２
分
の
１
の
額
ま
た
は
、
４
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

  

（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

公
共
下
水
道
計
画
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
家
庭
排
水
区
域
以
外
の
区

域
に
お
い
て
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
所
を
廃

止
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
。
た
だ
し
、
住

宅
の
新
築
や
全
部
の
改
修
の
方
は
除
き
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽　

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
も
の

合
併
処
理
浄
化
槽　

し
尿
と
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
も
の

下
水
道

に
接
続

し
不
要

に
な
っ

た
浄
化

槽
を
雨

水
利
用

簡
易
貯

留
施
設

に
転
用

す
る
方

当
該
清
掃
お

よ
び
工
事
に

要
す
る
経
費

の2

分
の1

の
額
ま
た
は
、

８
万
円
の
い

ず
れ
か
少
な

い
額
（1

世

帯1

基
ま
で
）

補
助
対
象

補
助
金
額

制　

度

※ス
ズ
メ
バ
チ
類
の
営
巣
を
駆
除
す
る
こ
と
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
の
額
と
し
、

５
０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

事
前
に
町
職
員
に
よ
る
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す

※

共同住宅、アパート、
コーポ、事業所は除
きます

脱水および粉砕の方法
による生ごみ処理機は
対象外

環
境
に
関
す
る
補
助
金
制
度

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
と
し
、
人
槽
に
よ
っ
て
限

度
額
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

環
境
経
済
課　

蘂
95―

１
６
１
３
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国
際
理
解
の
推
進
お
よ
び
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
海
外
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
海
外
未
体
験
の
方
も
こ
の
機

会
に
異
文
化
を
体
験
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
籍
や
文
化
、
習
慣
を
も
つ
人
々
が
互

い
の
違
い
や
価
値
観
を
認
め
尊
重
し
あ

う
「
多
文
化
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派�

遣
期
間　

８
月
13
日
豺
か
ら
18
日
貍

ま
で
（
６
日
間
予
定
）

派�

遣
先　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ

ア
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

派�

遣
人
数　

中
学
校
2
・
3
年
生
・
高

校
生
・
大
学
生　

合
計
12
名

応
募
資
格

▽�

大
口
町
内
に
お
住
ま
い
の
中
学
校

2
・
３
年
生
・
高
校
生
・
大
学
生
（
た

だ
し
、
過
去
３
年
以
内
に
本
事
業
に

参
加
し
た
方
は
除
く
）

▽�

派
遣
後
も
本
経
験
を
活
か
し
海
外
派

遣
事
業
等
、
町
の
国
際
交
流
事
業
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

▽�

派
遣
前
に
開
催
す
る
事
前
研
修
、
帰

国
後
の
報
告
会
（
秋
頃
を
予
定
）
お

よ
び
報
告
会
準
備
に
参
加
で
き
る
方

▽�

心
身
と
も
に
健
康
で
、
規
律
正
し
い

生
活
の
で
き
る
意
欲
的
な
方

▽�

未
成
年
者
は
、
保
護
者
の
理
解
と
積

極
的
な
協
力
の
得
ら
れ
る
方

申�

込
み
方
法　

次
の
３
点
を
役
場
地
域

協
働
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
申
請
書　

②
保
護
者
承
諾
書
（
未

成
年
者
は
提
出
）　

③
作
文　

題
目

「
海
外
派
遣
を
通
じ
て
自
分
の
将
来

に
生
か
し
た
い
こ
と
」　

自
由
様
式

８
０
０
字
以
内

※
作
文
は
手
書
き
の
み
と
し
ま
す
。

申�

込
み
期
限　

４
月
27
日
貊
　
午
後
５

時
選
考
方
法
お
よ
び
日
時

　

作
文
お
よ
び
面
接
の
結
果
で
選
考
し

ま
す
。
応
募
者
に
は
後
日
、
詳
細
を
ご

案
内
し
ま
す
。

面
接
予
定
日　

５
月
27
日
豸

参
加
費
用
負
担
割
合

▽�

参
加
費
用
の
3
分
の
１
以
内

申
込
み　

地
域
協
働
課

　

蘂
95
ー

１
６
９
１　
　

大口町地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

高齢者と障がい者の総合相談窓口高齢者と障がい者の総合相談窓口

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
応
援

　

元
気
な
か
ら
だ
を
維
持
し
、

自
分
で
で
き
る
事
を
増
や
し
た

り
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
、
運
動
機
能
や
口

腔
機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な

ど
を
取
り
入
れ
た
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

生
活
の
権
利
を
守
る
こ
と

　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
早

期
発
見
や
高
齢
者
の
権
利
を
守

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談

　

介
護
だ
け
で
な
く
、
認
知
症

や
生
活
上
の
悩
み
、
消
費
者
被

害
の
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
円

滑
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

障
が
い
の
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト

　

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

問�

合
せ
先　

大
口
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

蘂
94
ー

２
２
２
７

こ
ん
な
時
、
お
役
に
立
ち
ま
す
！

　
　
　
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
～

こんな時は
お立ち寄り
ください！
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第
２
次
大
口
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備
事
業
助
成
金

平成30年度

申請受付

　

大
口
町
で
は
、
町
内
で
活
動
す
る
住
民

団
体
が
お
こ
な
う
公
益
性
の
あ
る
事
業
お

よ
び
、
公
益
性
の
あ
る
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
施
設
等
の
整
備
ま
た
は
改

修
事
業
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
、
団

体
活
動
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象

大
口
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

▽
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

▽
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体

▽
地
域
自
治
組
織

▽
行
政
区

▽
自
治
会

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備
事
業

▽
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体　

▽
地
域
自
治
組
織　

▽
行
政
区　

▽
自
治
会

　

助
成
金
の
交
付
を
希
望
す
る
事
業
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
申
請
受
付
期
間
中
に
申
請

手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
助
成
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
参
加
し
、

審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間　
　

　

４
月
２
日
豺
か
ら
５
月
31
日
貅

※�

申
請
様
式
は
、
地
域
協
働
課
に
あ
り
ま

す
。
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書

類
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

審
査
・
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日�

時
　
６
月
16
日
貍
　
午
時
２
時
か
ら

※�
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
持
ち
時
間

　

１
事
業
に
つ
き
５
分

場
所　
　

　

今
回
申
請
を
し
な
い
団
体
の
皆
さ
ん
も

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
今
後
の

活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※�

助
成
金
額
、
申
請
方
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

地
域
協
働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問�

合
せ
先　

地
域
協
働
課

　

蘂
95
ー

１
６
９
１

春
寒
や
年
経
り
て
読
む
狭
き
門

前
田
と
し
子

卵
焼
き
ち
よ
つ
と
焦
が
し
て
春
の
朝荒

谷
富
美
子

節
分
の
声
通
り
す
ぐ
日
の
早
さ

渡
辺
す
み
子

く
び
れ
あ
る
う
ぐ
ひ
す
も
ち
や
赤
子
の
手

安
藤　

亮
子

雛
飾
る
小
道
具
の
笛
な
き
ま
ま
に

木
村
千
代
子

寒
の
明
け
呼
び
合
ふ
ご
と
く
群
れ
雀土

川
喜
一
郎

独こ

ま楽
に
巻
く
紐ひ
も

の
手て
あ
か垢

や
兄
あ
に
お
と
と弟

宮
本　

潤
醉

下
校
の
子
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や
日ひ
あ
し脚
の
ぶ

大
森
恵
美
子

関
取
の
利き

き
手
が
放
つ
福
は
内

田
中
寿
美
子

剪せ
ん
て
い定
や
午
後
よ
り
風
の
ま
と
ひ
つ
く土

川　

照
恵

ま
な
板
へ
リ
ズ
ム
刻
ん
だ
日
は
遠
く安

藤　

久
子

子
供
だ
と
見
て
い
た
孫
が
嫁
に
行
く日

比
野
文
子

ご
無
沙
汰
へ
寒
さ
忘
れ
て
立
ち
話

天
野　

信
和

出
て
こ
な
い
名
前
へ
握
手
ば
か
り
す
る

高
橋
あ
や
子

社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力　

２
月
９
日
貊
に
、
愛
知
県
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
西
尾
張
支
部
よ
り
社
会
教

育
委
員
の
丹
羽
孝
子
さ
ん
へ
表
彰
状
、
服

部
真
由
美
さ
ん
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
二
人
は
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
社

会
教
育
の
振
興
に
携
わ
ら
れ
て
お
り
、
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
表
彰
状
、
感

謝
状
授
与
に
至
り
ま
し
た
。

▲左　服部真由美さん　右　丹羽孝子さん
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国民健康保険に加入されている皆さんへ

国民健康保険制度の一部が変わります

　現在の制度は、市区町村ごとに運営されていますが、平成 30 年４月からは、都道府県も市区町村とともに国
保運営を担うことになります。
変わること
①国保の資格の取得・喪失は都道府県単位になります
　同一の都道府県内なら、転居しても国保の資格は変わりません。ただし、転居後の市区町村で、改めて保険証
が交付されます。
　なお、他の都道府県へ転居した場合は、国保の資格の取得・喪失が生じます。
※いずれの場合も、従来通り市区町村への転入・転出の届出が必要です。
8月より保険証などの様式が変わります
高額医療養費の多数回該当（※1）が都道府県単位で通算されるようになります

　国民健康保険制度は、市区町村ごとに運営されていましたが、平成30年４月からは、
都道府県も市区町村とともに国保運営を担うことになります。

こんなとき
手続きに必要な物

（下記以外に印かん持参）

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者から外れたとき
子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなっとき
職場の健康保険に入ったとき
職場の健康保険の被保険者になったとき
死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
住所が変わったとき
世帯主や氏名が変わったとき
世帯を分けたり、一緒にしたりしたとき
修学などで江南市外に居中住するとき
保険証をなくしたとき、またはよごれて
使えなくなったときなど

職場の健康保険をやめたとき

世帯を分けたり、一緒にしたりしたとき

修学などで大口町外に居住するとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

職場の健康保険に入ったとき

死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

職場の健康保険の被扶養者
から外れたとき

職場の健康保険の被保険者
になったとき

保険証をなくしたとき、
またはよごれて使えなくなっ
たときなど

職場の健康保険をやめた証明書

被扶養者から外れた証明書

母子健康手帳

保護廃止決定通知書

保険証・死亡を証明するもの

保険証・保護開始決定通知書

保険証・在学証明書

保険証

マイナンバー制度の開始に伴い、届け出には以下の物が必要になります。
世帯主および対象者のマイナンバーカードまたは通知カード
窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証、パスポートなど顔写真があるもの
は１点、保険証、年金手帳など顔写真のないものは 2 点必要）
代理人による届け出の場合、代理権限確認書類（申請者の委任状または保険証など）

顔写真付きの官公庁などが発行した
身分証明書（運転免許証など）

4月から

① 国保の資格の取得・喪失は都道府県単位になります
同一の都道府県内なら、転居しても国保の資格は変わりません。ただし、転居後の市
区町村で、改めて保険証が交付されます。
なお、他の都道府県へ転居した場合は、国保の資格の取得・喪失が生じます。
いずれの場合も、従来通り市区町村への転入・転出の届出が必要です。

② 8月より保険証などの様式が変わります
③ 高額療養費の多数回該当が都道府県単位で通算されるようになります

※　

世帯主および対象者のマイナンバーカードまたは通知
カード
窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証、パスポー
トなど顔写真があるものは１点、保険証、年金手帳な
ど顔写真のないものは 2点必要）
代理人による届け出の場合、申請者の委任状

マイナンバー制度の開始に伴い、届け出に必要なもの
①

②

③

国保と職場の健康保険、両
方の保険証（職場の健康保
険証が未交付のときは加入
したことを証明するもの）

変わること

国
保
か
ら
お
知
ら
せ

国
保
の
加
入
・
脱
退
手
続
き
は
14
日

以
内
に

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
就

職
や
退
職
、
転
入
や
転
出
な
ど
異
動

が
多
い
時
期
で
す
。
異
動
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
脱

退
し
た
り
し
た
と
き
は
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
を
正
し
く
利
用
す

る
た
め
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
手
続
き
の
届
け
出
が
な
か
っ

た
期
間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
税
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

届
け
出
が
遅
れ
た
た
め
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
う
っ
か
り
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る

方
が
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
申
告
も
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
原
則
、
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
被

保
険
者
均
等
割
と
世
帯
別
平
等
割
が

減
額
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
申
告
が
な

い
場
合
、
減
額
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

確
定
申
告
、
町
・
県
民
税
申
告
を

し
た
方
な
ど
は
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

戸
籍
保
険
課

　

蘂
95
ー

１
１
１
６
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今
月
の
健
康
俳
句　

今
月
の
健
康
川
柳　

ス
ケ
ー
ト
靴 

脱
ぐ
や
錘
の 

と
れ
た
足

米
寿
生
き
　
五
輪
見
る
ぞ
と
　
ジ
ム
通
い

安
藤　

亮
子

吉
田　

雄
亮

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①  

高
齢
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
・
温
水

プ
ー
ル
の
利
用
助
成
事
業

　 　

65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
温
水
プ
ー
ル
を
１
回

１
０
０
円
、
毎
月
各
10
回

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
「
い
き
い
き

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
す
。
ご
本
人
確

認
の
た
め
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証

な
ど
を
お
持
ち
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

②  

在
宅
生
活
支
援
費
事
業

　

 　

 

転
倒
予
防
を
目
的
に
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に
手
す
り
の
設
置
・
入

浴
補
助
用
具
、
補
高
便
座
お
よ
び
歩
行

器
等
の
購
入
に
対
し
て
、
対
象
額
10
万

円
を
上
限
に
対
象
額
の
９
割
か
ら
７
割

を
補
助
し
ま
す
。

※ 

購
入
・
設
置
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
の
助
成　

　

 　

   

町
民
税
非
課
税
で
80
歳
以
上
の
高
齢

者
ま
た
は
75
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者

世
帯
の
方
、
在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護

１
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、

タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
の
助
成
を
お
こ

な
い
ま
す
。

※ 

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
助
成
券
）
の
申

請
に
は
申
請
者
（
窓
口
に
お
越
し
に
な

る
方
）
の
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

※ 

本
人
に
代
わ
っ
て
申
請

を
さ
れ
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

④
訪
問
理
美
容
事
業

　

 　

 

要
介
護
３
以
上
、
70
歳
以
上
の
単
身

者
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
を

対
象
に
、
お
宅
を
訪
問
し
、
理
美
容
を

し
て
も
ら
う
こ
と
に
対
し
て
、
訪
問
代

と
し
て
１
回
１
０
０
０
円
の
助
成
を
し

ま
す
。（
理
美
容
代
は
実
費
）

※
利
用
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
口
町
で
は
い
く
つ
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
口
町
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
の
運
営
や
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
制
度
を
定
め
た
、
新
た
な

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
４

月
か
ら
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

問 

合
せ
先
　
健
康
生
き
が
い
課　

介
護
高

齢
グ
ル
ー
プ　

蘂
94
ー

０
０
５
１

４
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

段階 対象となる方 保険料率 年額保険料

１
生活保護受給者世帯および老齢福祉年金受給者
町民税非課税世帯で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 80万円以下の方

0.45 21,800 円

２ 町民税非課税世帯で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 80万円以上 120万円以下の方 0.65 31,500 円

３ 町民税非課税世帯で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が 120万円を超える方 0.70 33,900 円

４ 世帯内に町民税課税者がいる場合で、本人が町民税非課税かつ
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方 0.80 38,800 円

５ 世帯内に町民税課税者がいる場合で、本人が町民税非課税かつ
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超える方 1 48,500 円

６ 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 125 万
円未満の方 1.20 58,200 円

７ 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 125 万
円以上 200万円未満の方 1.25 60,600 円

８ 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 200 万
円以上 300万円未満の方 1.50 72,700 円

９ 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 300 万
円以上 500万円未満の方 1.60 77,600 円

10 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 500 万
円以上 1,000 万円未満の方 1.75 84,800 円

11 本人が町民税を課税されており、合計所得金額が 1,000
万円以上の方 1.85 89,700 円



日�

時　

４
月
６
日
貊　

午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
30
分

場�
所　

憩
い
の
四
季　

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

内�

容　

開
講
式
、
ウ
ク
レ
レ
と
ス
チ
ー

ル
ギ
タ
ー
の
音
楽
に
の
せ
て

講�

師　

可
児
ブ
ル
ー
シ
ー
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

問
合
せ
先　

憩
い
の
四
季　

　
蘂
95
―

１
７
３
９

　
『
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
』
と
は
、「
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」「
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て

い
る
方
が
、
北
児
童
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
会
員
と
な
り
、
お
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

北
児
童
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
95
―

７
１
４
１

　

長
崎
で
、
原
爆
の
被
害
や
平
和
の
大
切

さ
を
学
び
、新
聞
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時　

８
月
８
日
貉
か
ら
８
月
11
日

（
土
・
祝
）

場�

所　

長
崎
市
内
（
原
爆
資
料
館
等
）

対�

象　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

定�

員　

全
国
で
９
組

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

決
定
者
に
連
絡
し
ま
す
。

申�

込
み　

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

募
集
要
項
を
参
照
の
う
え
、
５
月
７

日
豺
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.nucfreejapan.com

/

問�
合
せ
先　

長
崎
市
平
和
推
進
課
内
事

務
局
蘂
０
９
５
ー

８
４
４
ー

９
９
２
３

日�

時　

４
月
17
日
貂

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

※�

毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。　

場�

所　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対�

象　

45
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

問�

合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
95
―

８
１
０
１

　

岐
阜
基
地
は
、
夜
間
飛
行
訓
練
を
週

１
回
、
毎
週
火
曜
日
（
天
候
等
に
よ
り

順
延
）
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
飛
行
時

間
は
、
夏
季
は
、
午
後
６
時
頃
か
ら
午

後
９
時
頃
、
他
の
季
節
は
、
午
後
５
時

半
頃
か
ら
午
後
８
時
頃
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

航
空
機
騒
音
で
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

問�

合
せ
先

　

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
渉
外
室

　

蘂
０
５
８
ー

３
８
２
ー

１
１
０
１

お
も
ち
ゃ
見
本
市
（
0
か
ら
2
歳
児
向
き

の
お
も
ち
ゃ
を
中
心
に
お
こ
な
い
ま
す
）

　

木
の
お
も
ち
ゃ
や
良
質
な
お
も
ち
ゃ

に
触
れ
、
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
の
使
い
方

や
効
能
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日�

時　

４
月
５
日
貅

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

場�

所　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階　

プ
レ

イ
ル
ー
ム

あ
な
た
の
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク

　

美
し
い
立
ち
姿
は
若
々
し
さ
を
保
つ
基

本
で
す
。
意
識
し
て
正
し
い
姿
勢
を
心
が

け
る
こ
と
で
、
体
調
が
整
っ
て
き
ま
す
。

日�

時　

４
月
19
日
貅

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

場�

所　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階　

プ
レ

イ
ル
ー
ム

※�

ど
ち
ら
の
企
画
も
お
孫
さ
ん
と
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加

も
歓
迎
で
す
。

問�

合
せ
先　

子
ど
も
と
文
化
の
森　

蘂
94
ー

１
２
２
３　

午
後
１
時
か
ら
5

時
（
月
曜
か
ら
金
曜
日
）

　　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
長
期
休
暇
時

は
、
空
港
の
駐
車
場
が
満
車
の
た
め
駐
車

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。空
港
へ
は
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

名
古
屋
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
株
式
会
社

　
蘂
０
５
６
８
―

29
―

１
６
０
０

公
聴
会

日
時　

５
月
20
日
豸
　
午
後
２
時

場
所　

一
宮
市
役
所　

14
階
大
会
議
室

原
案
の
閲
覧

期
間　

４
月
10
日
貂
か
ら
24
日
貂

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

場
所　

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

蘂
95
ー

１
６
１
４

30 平成 30年 4月

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂

募　

集

募　

集

そ
の
他

そ
の
他

『
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
』援
助
会
員
さ
ん
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

『
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
』

援
助
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
／
戸
籍
保
険
課

　

95
ー
１
１
１
６

蘂

夜
間
飛
行
訓
練
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

　

95
ー
４
４
４
６

蘂

長
崎
を
取
材
す
る
親
子
記
者
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

尾
張
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

役
場
／
戸
籍
保
険
課

　

95
ー
１
１
１
６

蘂



31平成 30年 4月

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
お
よ
び
修
理
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
平
成
30
年
4
月
よ
り
実

施
し
ま
す
。

対�

象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

児
童
▽
申
請
時
に
満
18
歳
未
満
で
町

内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
▽
両
耳
と

も
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
㏈
以
上
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
で
な
い

こ
と
▽
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
言
語

の
習
得
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

医
師
が
判
断
す
る
も
の
▽
本
人
を
含

む
世
帯
員
の
う
ち
、
市
町
村
民
税
所

得
割
の
最
多
納
税
者
が
46
万
円
未
満

で
あ
る
こ
と

助�

成
額　

国
指
針
の
算
定
基
準
額
ま
た

は
購
入
（
修
理
）
費
の
い
ず
れ
か
低

い
額
の
２
／
３
（
百
円
未
満
切
り
捨

て
）
た
だ
し
非
課
税
世
帯
は
全
額
。

※�

購
入
（
修
理
）
後
の
助
成
は
で
き
ま

せ
ん
。
助
成
申
請
に
必
要
な
書
類
は

福
祉
こ
ど
も
課
に
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

　

福
祉
こ
ど
も
課
　
蘂
94
―

１
２
２
２

　

従
業
者
数
50
人
未
満
の
事
業
者
や
そ

の
事
業
所
で
働
く
人
を
対
象
と
し
て
、

産
業
医
等
に
よ
る
健
康
無
料
相
談
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

町
で
は
、災
害
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
口
膀
胱

造
設
者
）
が
排
せ
つ
の
た
め
に
必
要
な
ス

ト
マ
装
具
を
お
預
か
り
し
、
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ザ
で
保
管
す
る
「
ス
ト
マ
装
具
保
管
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対�

象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
の
ス
ト
マ

装
具
を
必
要
と
す
る
人

保�

管
物　

個
人
が
使
用
す
る
、
概
ね
10

日
間
分
の
ス
ト
マ
装
具
（
お
む
つ
を

除
く
）

保�

管
期
間　

１
年
６
か
月（
更
新
が
必
要
）

申�

込
方
法　

保
管
す
る
ス
ト
マ
装
具
を

各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱
（
30
㎝
×

20
㎝
×
15
㎝
程
度
の
大
き
さ
）
に
収

納
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん

を
持
参
し
福
祉
こ
ど
も
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

そ�

の
他　

本
人
以
外
の
人
が
窓
口
に
来
ら

れ
る
場
合
は
、
代
理
の
人
の
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先
　
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

　

福
祉
こ
ど
も
課
　
蘂
94
―

１
２
２
２

平
成
30
年
度
健
康
相
談
窓
口

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂
難
聴
児
補
聴
器
購
入
等
助
成
事
業

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

　

補
聴
器
購
入
等
助
成
事
業

　

大
口
町
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査
の
調
査
員

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
調
査
員

に
登
録
さ
れ
ま
す
と
、
各
種
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
る
際
に
、
調
査
員
を

依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
調
査
は
常
時
実
施
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
登
録
後
す
ぐ
に
調
査
員
を
依
頼

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕�

事　

▽
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

▽
担
当
調
査
区
域
等
の
確
認
▽
調

査
対
象
者
へ
調
査
票
の
配
布
と
記

入
依
頼
▽
記
入
さ
れ
た
調
査
票
の

回
収
▽
回
収
し
た
調
査
票
等
の
検

査
お
よ
び
整
理
▽
調
査
票
等
の
提

出
調
査
期
間　

各
種
統
計
調
査
ご
と
に

約
２
か
月
間

調�

査
員
の
身
分
等　

調
査
任
命
期
間

中
、
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
調
査
活
動
中
の
負
傷

等
は
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

手�

当
　
各
種
統
計
調
査
ご
と
に
異
な

り
、
活
動
日
数
や
件
数
に
応
じ
て

調
査
活
動
後
に
口
座
振
込
で
お
支

払
い
し
ま
す
。

資�

格　

▽
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ

て
統
計
調
査
事
務
に
従
事
で
き
る

方
▽
税
務
、
警
察
、
選
挙
活
動
に

直
接
関
係
の
な
い
方

登�

録
方
法　

随
時
受
け
付
て
お
り

ま
す
。
総
務
部
行
政
課
（
蘂
95
―

１
６
９
９
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

災
害
に
備
え
障
が
い
者
の
ス
ト
マ
装
備
を
保
管
し
ま
す

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂
災
害
に
備
え
障
が
い
者
の

　
　

ス
ト
マ
装
備
を
保
管
し
ま
す

第一金曜日 実施年月日 担当　　医師 医療機関名 主たる診療科名
 ３０ ４ ６ 今井 ( いまい )　英夫 ( ひでお )　
今井医院 内科・小児科・胃腸科・消化器科
 ３０ ８ ３ 佐野 ( さの )　幹 ( かん )
さのクリニック 内科・循環器内科
 ３０ １２ ７ 兼松 ( かねまつ )　勲 ( いさお )
元・兼松皮膚科 皮膚科
・会場　　　　尾北医師会館内相談室（大口町下小口六丁目１２２番地２）
・相談時間　　　　午後２時から４時（受付・申込みは、午後３時３０分まで）
・予約先　　　　尾北医師会（当日の申し込み可）　�９５－７０２０

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

4月6日貊 今井英夫

実施月日 担当医師 医療機関名（主たる診療科名）

今井医院 内科・小児科
胃腸科・消化器科

8月3日貊 佐野　幹 さのクリニック 内科・循環器内科

12月7日貊 兼松　勲 元・兼松皮膚科 皮膚科

会　場 尾北医師会館内相談室

相談時間 午後2時から4時

予約先 尾北医師会（当日の申し込み可）蘂 95－7020

（受付・申込み 午後3時30分まで）
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無
料
相
談

無
料
相
談

無料相談無料相談

平成30 年

   4 月

※（　）内はページ数です。
※ 図休 は図書館の休館日です。

1 日 みんな集まれおはなし会（22）
春の伝統芸能発表会 (23)

2 月

3 火

4 水

5 木 大口中学校入学式 (14)
親子ふれあい広場（30）

6 金
南・北・西小学校入学式 (14)
さくら大学（30）
平成 30 年度健康相談
窓口（31）

7 土

8 日

9 月

10 火 狂犬病予防注射（16)

11 水     2万人体力測定（20）

12 木

13 金

14 土 雑誌のリユース (22)

15 日

16 月

17 火 ワークセンター会員入
会説明会（30）

18 水

19 木 親子ふれあい広場（30）

20 金

21 土 普通救命講習会（20）

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土
育樹会 (14)
こどもの読書週間おはな
し会 (22)

29 日 れんげまつり (15)
あっぱれ桜華祭 (15)

30 月

人権相談 11（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場1階会議室 内容　いじめ問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

行政相談 11（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場1階相談室 内容　苦情要望等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

不動産相談 12（木）（先着順）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　不動産全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

年金相談
27 （金）（予約制）
午前10:00 〜正午
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　年金全般

問合せ先　戸籍保険課　蘂95-1115

多重債務者相談
11 �（水）

（予約制 前日の午後５時まで）
午後6:00 〜 9:00

役場1階相談室 内容　サラ金問題等

問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

法律相談 18（水）（予約制）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　相続、金銭問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

消費生活相談 17（火）（先着順）
午前9:00 〜正午

役場1階相談室 内容　消費生活全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

登記相談 25（水）（先着順）
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　土地の地目変更等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

家庭児童相談 25（水）（予約制）
午前10:00 〜午後3:30

北児童センター 対象　児童（18歳未満）の保護者
問合せ先　福祉こども課　蘂94-1222 

心配ごと相談

 4（水）
18（水）
25（水）

午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午後1:30 〜 4:30（予約制）

女性相談員 , 母子・父子自立支援員
女性相談員
高齢・障がい者の弁護士相談　

場所　ほほえみプラザ2階　社会福祉協議会 蘂94-0060

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指
導をおこないます。
日時　月曜日から金曜日　午前9:00 〜午後3:00（祝日除く）
場所　ほほえみプラザ２階
　（入室希望は、学校教育課　蘂95-4446へご連絡ください）
問合せ先　ふれあいルームおおぐち　蘂95-7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長
のことで不安を感じている保護者の方を対象に就学相談窓口を
開設しています。
対�象者　①身体に障がいのあるお子さん　②知的発達に遅れが

みられるお子さん　③情緒面に不安のあるお子さん　④障が
いではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん　⑤病
弱・身体虚弱のお子さん
相�談方法　● 電話または学校教育課窓口　● 必要に応じて小

学校の見学
相談日時　毎週月曜日から金曜日　午前8:30 〜午後5:15
※祝日および正午から午後１時を除く。
問合せ先　学校教育課　蘂95-4446

図休

図休

図休

図休

図休
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ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG 予防接種 13（金） 午後 1:00
～ 1:20

平成 29 年 11 月生まれ（予診票、母子健康手帳を
持参）※対象以外は要予約

体力測定 13（金） 午後 1:30
～ 2:20 町内にお住まいの方

４か月児健診 25（水） 午後 1:00
～ 1:15

平成 29 年 12 月生まれ　※助産師による母乳相談
もあります。（４か月児健診対象者以外は要予約）

10 か月児健診 10（火） 午後 1:00
～ 1:15 平成 29 年 6 月生まれ

１歳６か月児健診 17（火） 午後 1:00
～ 1:15 平成 28 年 9 月生まれ

３歳児健診 4（水） 午後 1:00
～ 1:15 平成 27 年 3 月生まれ

２歳児歯科健診 18（水） 午後 1:00
～ 1:15

平成 27 年 10 月生まれ、平成 28 年 4 月生まれ
（母子手帳、予診票、歯ブラシ、コップ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 5（木）
19（木）

午前 9:45
～ 10:00

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導（妊娠届
出書、個人番号カード又は通知カードを持参）

子育て相談室 16（月） 午前 9:00
～ 11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談※要予約
（乳児のお子さんと保護者の方対象に交流の場を
開放しています）

もぐもぐ離乳食教室 18（水） 午前 9:15
～ 9:30

離乳食後期以降のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）※要予約

保健師・栄養士による
健康相談

13（金）
27（金）

午前 9:30
～ 11:30

生活習慣病予防、食生活、その他健康についての相談　
※第 1・3 金曜日は戸籍保険課でも相談可。※要予約

１
階
ロ
ビ
ー

歩く健康の集い 10（火）
24（火）

午前 9:30
～ 9:45

元気体操（ストレッチ）、血圧測定の後に 1 時間
程度のウォーキング（雨天中止）

ポールウォーキング
自主活動 毎週水曜日 午前 9:30 ポール体操とポールウォーキング

※予約不要　（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
中小口コミュニティーセンター

13（金）
27（金） 午前 10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエー

ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
余野学共施設

3（火）
17（火）

午前 10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心とした運
動・その他レクリエーションをおこないます。

しなやかお達者の会
豊田学共施設

10（火）
24（火）

無
料
相
談

無
料
相
談

保健センター行事カレンダー保健センター行事カレンダー
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24
2

土

第
16
回　

南
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

南
児
童
セ
ン
タ
ー

1
歳
児
子
育
て
講
座　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2

木

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
元
気

ク
ラ
ブ
主
催
、
大
口
南
児
童
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
と
の
交
流
や
、
世
代
を
超
え
て
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
。
譁
東
海
理
化
、
カ
レ
ー

ハ
ウ
ス
C
o
C
o
壱
番
屋
、
民
生
委
員
、
矢

戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
、
南
地
域
自
治
組
織

が
協
力
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

1
歳
児
の
保
護
者
対
象
に
子
育
て
講
座

が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

愛
知
江
南
短
期
大
学
子
育
て
支
援
テ
ク
ニ

カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

笹
瀬
ひ
と
美
さ
ん
か

ら
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
や
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
ま
し
た
。

　

笹
瀬
さ
ん
は
、
子
育
て
を
が
ん
ば
る
母

の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
話
し
方
で
、
ま
さ

に
お
母
さ
ん
の
応
援
隊
で
し
た
。「
子
ど
も

と
向
き
合
う
事
の
大
切
さ
や
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
が
わ
か
り
良
か
っ
た
」
と
、
お
母
さ

ん
の
心
が
和
ら
い
だ
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
」と
、

さ
つ
き
ケ
丘
健
康
推
進
員
主
催
、
栄
養
実

習
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
習
は
、
大
口
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
か
ら
、「
骨
を
強
く
す
る

た
め
に
は
運
動
も
大
切
で
す
が
、
食
事
も
大

切
」
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
を
使
っ

た
調
理
実
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

実
習
が
終
わ
っ
て
も
、
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
に
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
相
談
す
る

な
ど
、
健
康
へ
の
関
心
や
意
識
が
高
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。

地
域
で
栄
養
実
習

さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー

11
2

日
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「
第
３
回
２
市
３
町
ふ
れ
あ
い
協
働

フ
ォ
ー
ラ
ム　

〜
協
働
の
可
能
性
を
探
ろ

う
！
〜
」 

が
開
催
さ
れ
、
２
市
３
町
（
小

牧
市
、
岩
倉
市
、
豊
山
町
、
扶
桑
町
、
大

口
町
）
の
活
動
団
体
と
、地
域
、行
政
職
員
、

約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、福
祉
、ま
ち
づ
く
り
、災
害
、

自
然
な
ど
11
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
一
緒
に
ま
ち
の
課
題
を

考
え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
方
法

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
３
回 

２
市
３
町
ふ
れ
あ
い
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

小
牧
勤
労
セ
ン
タ
ー

18
2

日

　

保
育
園
の
畑
で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
作
り

の
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
食
育
サ
ポ
ー

ト
」
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
込

め
て
３
月
２
日
貊
は
西
保
育
園
、
３
月
６

日
貂
は
南
保
育
園
で
「
感
謝
の
集
い
」
に

ご
招
待
。
食
育
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、
１
年
生
に
な
る
年
長
さ
ん
に
向
け
て

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
お
祝
い
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
栽
培
活
動
を

通
し
て
、
命
を
い
た
だ
く
こ
と
の
大
切
さ

や
感
謝
の
気
持
ち
を
体
験
で
き
た
子
ど
も

た
ち
。
こ
の
経
験
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残

る
と
思
い
ま
す
。

食
育
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
と
交
流
会
「
感
謝
の
集
い
」

大
口
西
・
南
保
育
園

　

大
根
の
葉
は
β
ー
カ
ロ
テ
ン
を
多
く
含

む
緑
黄
色
野
菜
。
他
に
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム

や
鉄
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
類
や
、
葉
酸
、
ビ

タ
ミ
ン
E
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に

カ
ル
シ
ウ
ム
の
含
有
量
は
、
野
菜
の
中
で

も
上
位
で
す
。
そ
ん
な
栄
養
価
の
高
い
大

根
を
、
葉
も
皮
も
丸
ご
と
１
本
使
っ
て
６

品
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
ク
ラ
ブ
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

昭
和
58
年
か
ら
続
く
団
体
。
同
ク
ラ
ブ
の

講
座
は
年
に
２
回
お
こ
な
わ
れ
、
毎
回
多

く
の
方
が
受
講
し
、
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
を

学
び
ま
す
。

大
根
１
本
使
い
切
り
料
理
教
室

消
費
生
活
ク
ラ
ブ

14
2

水

▲講師の江口真理子さん（左側）
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大口一期一会大口一期一会

ヨシヅヤヨシヅヤ

五条
川

堀尾跡公園堀尾跡公園

都市間交流サポート事業

松江物産展4 2月 日（日）
大和屋・鈴波大口工場敷地内
午前８時から午後１時まで　

※雨天決行

大和屋・鈴波大口工場敷地内 午前9時から午後１時まで　※雨天決行

あご野焼

あご野焼
出雲そば
飛魚つゆ付

しじみ大粒
120ｇ

しじみ大粒
120ｇ

のどぐろ
浜焼

シーフードチップス
出雲そば
飛魚つゆ付

焼き板わかめのどぐろ
釜飯のもと

大和屋工場の駐車場は数に限
りがあります。町民会館第１
臨時駐車場から大和屋さんの
シャトルバスが15分毎に運行
しています。ご利用ください。

町民会館第 1臨時駐車場

大
口
町
役
場
Pアピタアピタ

五条川

コンビニ

大和屋

問合せ先　NPO法人まちねっと大口　蘂22-6642　月曜日から土曜日（祝日除く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　問合せ先　NPO法人まちねっと大口　蘂22-6642　月曜日から土曜日（祝日除く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　

他にも
いろいろ
あります！

　大口町は、平成 27年７月 29日に、国宝松江城を築城した堀尾吉晴公の生誕
の地であるという縁で島根県松江市と姉妹都市提携を結びました。
　NPO法人まちねっと大口では、姉妹都市松江市の特産品を大和屋鈴波工場ま
つりにおいて販売します！五条川のお花見ついでにぜひお立ち寄りください。

　大口町は、平成27年 8月29日に、国宝松江城を築城した堀尾吉晴公の生誕
の地であるという縁で島根県松江市と姉妹都市提携を結びました。
　NPO法人まちねっと大口では、姉妹都市松江市の特産品を大和屋鈴波工場ま
つりにおいて販売します！五条川のお花見ついでにぜひお立ち寄りください。

五条川桜並木
スタンプラリー

大口プロモーションメンバー
プロデュース！

4 1月 日 日
午前 10時から午後 1時まで

（雨天中止）

大口プロモーションメンバープロデュース！

4 1月 日 日 午前 9時から午後 1時まで
（スタンプラリーのみ雨天中止）

同時
開催

国宝松江城を築城した堀尾吉晴公の生誕の地であるというご縁で、姉
妹都市となっている松江市の特産品を、大和屋鈴波工場まつりにて販
売します。松江市直送の名物がいっぱい！　ぜひお立ち寄りください。

スタンプを集めて

桜の木のお箸をゲット

大口町五条川沿いの寿命を
終えた桜の木で作りました
大口町五条川沿いの寿命を
終えた桜の木で作りました

　大口町を住みやすく楽しいまちにするために、毎月、第3土
曜日、午前10時から、ほほえみプラザ1階ロビーで「住民発！
わが町自慢のための作戦会議」を開催しているメンバーが、「皆
さんに桜とお祭りを楽しんでもらいたい！」という想いを込め
て企画しました！ぜひご参加ください！

野外ステージで、木遣りや
獅子屋形のお囃子、南保育
園の園児による和太鼓披露
があります。

金助桜まつり

10時から午後2時30分

どじょうすくい
まんじゅう
どじょうすくい
まんじゅう

午前8時30分から午後1時
大和屋鈴波工場まつり

大口町の逸品販売
（大口プロモーションメンバー）
大口町の逸品販売
（大口プロモーションメンバー）

N

問合せ先
　NPO法人まちねっと大口
　蘂22-6642　日曜、祝日休み

！

決行

で、姉
にて販
さい。

（大口プロモプ（大口プロモ

問合せ先
NPO法人
蘂22-66

はやし

おおぐち

大口町酒浪漫
（酒粕ブッセ）

桜口
サブレー

麦茶
五条川

さくらあられ
麦茶あられ

おおぐちおおぐち
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町内にお住まいの
　　20代の皆さんがリレーで登場！vol.285

家
族
の
影
響
を
受
け
て

栄
養
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す

　
管
理
栄
養
学
科
の
4
年
生
で
す
。

小
学
生
の
頃
、
作
っ
た
お
菓
子
を
母

が
美
味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
が

嬉
し
く
て
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
夢

を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
生
の

時
に
父
が
病
気
に
な
り
、
栄
養
面
で

病
気
の
サ
ポ
ー
ト
を
で
き
た
ら
と
考

え
た
事
が
き
っ
か
け
で
こ
の
道
へ
進

み
ま
し
た
。

　

３
年
間
学
ん
で
き
て
、
長
年
の
食

生
活
を
変
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
い
う
事
が
わ
か
り
、
食
育
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
卒
業
研
究
も
始
ま
り
、
愛
知
県
が

実
施
し
て
い
る
『
あ
い
ち
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
』と
い
う
活
動
を
と
お
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
愛
知

県
の
野
菜
の
摂
取
量
の
低
さ
の
原
因

や
改
善
方
法
な
ど
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
大
好
き
！

　
年
の
離
れ
た
兄
の
影
響
で
趣
味

は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
観
戦
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム

で
は
、
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
同

じ
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
仲
間
。
応

援
歌
を
歌
っ
た
り
、
点
数
が
入
っ

た
時
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
り
と
、

一
体
感
が
た
ま
ら
な
い
で
す
。
先

日
は
豊
田
市
ま
で
グ
ラ
ン
パ
ス
の

選
手
の
公
開
練
習
を
見
に
行
き
、

憧
れ
の
選
手
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
感
激
で
し
た
♪

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
野
球
、
バ
ス

ケ
、
バ
レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
の
地
元
チ
ー
ム
を
応
援
す

る
た
め
友
人
と
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
家
で
は
父
や
兄
と
テ
レ
ビ
観

戦
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
！

村
上　

志
歩
さ
ん 

（
余
野
）　

Ｈ
８
・
11
・
20
生▲大学の実験にて

△ハモーン博士のまとめ

蘂

便
り

FOR YOU

　

お
ま
え
を
大
切
に

　

摘
ん
で
ゆ
く
人
が
い
た

　

臭
い
と
い
わ
れ

　

き
ら
わ
れ
者
の

　

お
ま
え
だ
っ
た
け
れ
ど

　

道
の
隅
で

　

歩
く
人
の

　

足
許
を
見
上
げ

　

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
た

い
つ
か
お
ま
え
を
必
要
と
す
る
人

が
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に

お
ま
え
の
花

白
い
十
字
架
に
似
て
い
た

　

引
用
：
星
野
富
弘　

著

　
「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」
よ
り

ごみ袋はポンチョ
家族 4人で電車に乗ってお出掛けの帰りのこ
と。駅に降りたらどしゃ降りの雨。困った！
雨具がない！ひとりを背負い、ひとりを後部
に乗せ、娘の頭からごみ袋をかぶせ自転車を
必死にこいで帰宅。
夫は一人マイペースで…。イクメンとはほど
遠かった夫も今ではイクジイになりつつある。  
　　　　　　　　　　　　　　　    （しばＰ）

遺伝子
血液型、食べ物の好み、性格もぜんぜん違う
二卵性双子の息子たち。そのおかげで、思う
ようにならない子育ての最中、「悪いのは育て
方じゃない。同じ環境で同じ物を与え、同じ
ように育ててるのに、こんなに違うのは、生
まれ持ったこの子たちの個性」で、すべて納
得して済ませてきた。成長した息子をみて、
個性の元となる遺伝子は、親から受け継ぐこ
とに改めて気づくこのごろ…。（チャーミー）

あの時のこの歌
40年も前、台所で「ゆりかご
の歌をカナリアが歌うよ、ね
んねこねんねこねんねこよ」
と口ずさんでいたら、「ねんね
こってどんなネコ？」と 4歳
の息子が聞いてきた。ネコ？
　　　　　　　　　 （名加女）

人
生
１
０
０
年

　

高
齢
者
を
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
と
称
し
、
再
生
医
療
で
死

な
せ
な
い
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
幾
歳
ま
で
生
か
さ
れ
、

果
た
し
て
自
立
し
て
生
活
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
90
代
で

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
地
で
逝
っ
た
友
人
が
あ
っ
た
。
家
人

は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
私
も
そ
の
様
で
あ
り
た

い
と
願
う
。
あ
と
20
年
ど
の
よ
う
に
過
ご
せ
ば
よ
い
の
か

思
案
が
立
た
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
名
華
女
）

　

人
生
１
０
０
年
、
長
過
ぎ
る
老
後
に
ど
う
備
え
て
生
き

て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。
今
や
男
性
の
半
数
が
84
才
、

女
性
の
半
数
が
90
才
ま
で
生
き
る
時
代
と
か
。
健
康
で
経

済
的
に
心
配
な
け
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
が
。
福
祉
の
充

実
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状
、
老
後
の
不
安
は
つ
き
ま

せ
ん
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

（
Ｇ
フ
ァ
ン
）

　
「
十
人
十
色
」
と
は
良
く
言
い
表
し
て
い
る
。
生
き
様
も

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
。
せ
っ
か
く
な
ら
ば
反
り
の
合
う
人
と

の
付
き
合
い
だ
け
で
は
勿
体
な
い
。
価
値
観
の
違
い
を
楽

し
ん
で
生
き
て
行
け
ば
人
生
の
長
さ
に
加
え
幅
も
拡
が
る

に
違
い
な
い
！
額
の
シ
ワ
と
と
も
に
欲
も
深
く
な
っ
た
私

は
、
貪
欲
に
そ
れ
を
楽
し
ん
で
１
０
０
年
を
生
き
よ
う
と

企
ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
す
み
ち
ゃ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
０
０
才
ま
で
生
き
る
な
ん
て
他
人
ご
と
だ
っ
た
わ
。

寿
命
が
延
び
て
そ
う
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
既
に
老
化

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
経
済
的
に
も
不
安
だ
。
ド

キ
ド
キ
な
日
々
で
な
く
、
楽
し
い
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

歩
き
た
い
。
一
緒
に
泣
い
て
笑
い
あ
え
る
友
と
。
長
さ
は

そ
れ
に
つ
い
て
く
れ
ば
い
い
。　　
　
　
　
　
　
（
し
ば
Ｐ
）

　

10
年
く
ら
い
前
、「
人
生
折
り
返
し
だ
」
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
人
生
１
０
０
年
の
計
算
な
ら
ま
だ
や
っ
と
折
り
返

し
を
少
し
過
ぎ
た
だ
け
に
な
る
、
先
は
長
い
…
。
老
い
て

い
く
自
分
を
想
像
し
た
く
は
な
い
が
、
幸
い
ス
テ
キ
な
手

本
が
身
近
に
あ
る
。
輝
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
目
指
し
て
、

先
ず
は
輝
く
お
ば
さ
ん
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
な
け
れ

ば
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
チ
ャ
ー
ミ
ー
）

　

10
代
の
頃
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
40
歳
の
お
っ
さ
ん
を
思
う

と
、
自
分
を
含
め
周
り
の
同
年
代
は
若
い
。
他
の
年
代
も

昔
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
元
気
が
よ
い
。
自
分
の
勝
手
な
思
い

込
み
か
、
そ
れ
と
も
寿
命
が
延
び
た
影
響
か
。
生
き
た
年

数
よ
り
残
り
の
年
数
で
老
け
方
が
決
ま
る
の
か
も
。　
（
俺
）

　人生 100 年の時代、いくつになっても
学び直しができ、新しいことにチャレン
ジできる社会が、国の目指す人生 100 年
時代を見据えた経済社会の在り方だそう
じゃ。生きていれば、誰もが昨日より今
日の方が年を重ねていく。人生の先を考
えるとき、憂うのではなく、少しでも有
意義に過ごしたいもんじゃな。
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９
月
２
日
、
予
定
日
よ
り
少
し
遅

れ
て
誕
生
し
た
巧
真
。
産
ま
れ
る
時

に
少
し
苦
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
保

育
器
に
入
っ
た
け
れ
ど
３
５
４
０
ｇ

も
あ
っ
た
か
ら
狭
か
っ
た
ね
。
す
ぐ

に
元
気
に
な
っ
て
退
院
で
き
て
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
い
っ
ぱ
い
笑
う
元
気
な

子
に
育
っ
て
く
れ
て
、
お
父
さ
ん
も

お
母
さ
ん
も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
貰
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
好
奇
心
旺
盛
で
や
ん
ち
ゃ

だ
け
ど
、
そ
ん
な
巧
真
の
成
長
が
何

よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
ま
し
く
、
自
分

の
好
き
な
事
を
真
剣
に
成
し
遂
げ
る

素
敵
な
男
の
子
に
成
長
す
る
姿
を
見

る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
産

ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

９
月
15
日
予
定
日
よ
り
も
１
か
月

近
く
早
く
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
ね
。

よ
っ
ぽ
ど
お
外
に
出
て
く
る
の
が
待

ち
通
し
か
っ
た
の
か
な
？

　

産
ま
れ
た
時
は
泣
か
な
く
て
心
配

だ
っ
た
け
ど
今
は
そ
ん
な
心
配
も
い

ら
な
い
く
ら
い
元
気
い
っ
ぱ
い
泣
く

よ
う
に
な
っ
た
ね
。

　

最
近
は
、
パ
パ
や
マ
マ
に
た
く
さ

ん
笑
い
か
け
て
く
れ
る
遼
哉
。

　

初
め
て
の
子
育
て
で
大
変
な
事
も

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
毎
日
笑
顔
を

見
て
頑
張
れ
て
い
る
よ
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
子
に
成
長
す
る

の
か
パ
パ
も
マ
マ
も
と
っ
て
も
楽
し

み
。
３
人
で
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
思
い

出
作
ろ
う
ね
！

（
余
野
）

　
　

お
父
さ
ん　
　

金
子　

明
弘

　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　
　

舞

（
下
小
口
）

　
　

お
父
さ
ん　
　

尾
崎　

克
巳

　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　
　

貴
栄

おさき　たくま　くん　かねこ　りょうや くん
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○
月
×
日
　
で
き
る
事
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
来
た
匠
叶
。「
お
出
掛
け
い
く

よ
〜
」
の
声
で
靴
を
履
い
て
準
備
を

し
た
り
、
お
風
呂
の
音
が
鳴
る
と
ズ

ボ
ン
を
脱
い
で
用
意
も
す
る
し
、
ご

飯
も
自
分
で
ぱ
く
ぱ
く
食
べ
ま
す
♪

普
段
は
「
し
ゅ
っ
ぱ
ー
つ
！
し
ん
こ
ー

う
！
」
と
お
も
ち
ゃ
の
電
車
で
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
♪

○
月
×
日
　
誰
か
が
く
し
ゃ
み
を
す

る
と
「
大
丈
夫
？
」
と
必
ず
声
を
か

け
る
優
し
い
樹
。
匠
叶
が
泣
い
て
い

る
と
、
変
顔
を
し
て
あ
や
し
て
く
れ

た
り
、
匠
叶
の
着
替
え
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
り
、
弟
が
で
き
て
か
ら
す
っ

か
り
お
兄
さ
ん
に
☆

○
月
×
日
　
大
好
き
な
英
語
の
音
楽

が
流
れ
る
と
大
は
し
ゃ
ぎ
の
２
人
。

歌
い
な
が
ら
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
ジ
ャ

ン
プ
ジ
ャ
ン
プ
！
樹
に
手
を
繋
い
で

も
ら
っ
て
跳
ん
で
る
匠
叶
は
に
っ
こ

に
こ
。
２
人
で
笑
い
合
っ
て
い
る
姿
を

見
て
い
る
時
が
パ
パ
マ
マ
は
一
番
幸

せ
♪
こ
れ
か
ら
も
た
っ
く
さ
ん
遊
ん

で
、
時
に
は
ケ
ン
カ
も
し
て
逞
し
く

元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
き
く
な
ぁ
れ
！

人　口	 計　23,937 人　　  男性   12,152 人（前月比　− 14人）
（3月 1日現在） 　　　 　 　    女性　11,785 人（前月比　− 10人）
世帯数　　9,224 世帯（前月比　＋ 3世帯）
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上小口

休日診療

4月1日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155

8日 みずの整形外科 94-2210

15日 今井医院 95-2534

22日 伊藤整形・内科あいち腰
痛オペクリニック 92-3388

29日 山田整形外科 92-1100

30日 山田ファミリークリニック 91-0777

診�

療
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正
午　

午

後
２
時
か
ら
５
時　

救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
（
夜
間
）

　

蘂
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

　

岡
田　

健
司
さ
ん

　
　
　
　

佳
子
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　

樹
い
つ
きく

ん　
　

　
　
　
　

匠た
く
と叶

く
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
26
・
７
・
24

Ｈ
28
・
７
・
23

▼
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	p26,包括＆海外派遣
	p27,元気なまちづくり＆社会教育＆俳句
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